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令和２年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 事業報告書

Ⅰ 概 要

当財団は、かごしま近代文学館、かごしまメルヘン館、鹿児島市立科学館、鹿児島市立

ふるさと考古歴史館、鹿児島市民文化ホール及び谷山サザンホールの指定管理者として、

より効果的、効率的な管理運営を行うとともに、これまでの実績や経験を生かしながら文

学、科学及び芸術文化等に関する多様な企画・事業を展開し、鹿児島市の教育、芸術文化

及び生涯学習の振興に努めました。

また、新型コロナウイルス感染症の流行に鑑み、館運営及びイベント開催時における消

毒液の設置や検温等感染拡大防止に努め、同時に動画コンテンツの配信に取り組み新しい

利用形態を模索いたしました。

さらに、緊急事態宣言解除後にかごしま近代文学館において雑誌りぼんを題材とした財

団自主事業を行うととともに、市民文化ホールにおいて座席数を半分にした形式での公演

を行う等、ウィズコロナの時代における学術及び芸術文化の普及に努めました。

そして、より親しめる館づくりのために、アンケート等を実施し広く利用者の要望・意

見を伺いながら市民サービスの向上に努めたほか、学校や旅行代理店等への訪問やチラシ

等の配付、報道機関への情報提供など広報宣伝に努めました。

Ⅱ 事業活動の状況

１ かごしま近代文学館

常設展示の充実や、企画展、各種講座及びイベント等を積極的に行い、鹿児島にゆかり

のある作家やその文学作品・資料展示を通して、文学の普及振興に努めました。

特別企画展の「生誕１１０年記念 白洲正子」 仮称 は、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、開催を見送りましたが、「特別展 りぼん ２５０万りぼんっ子♥大増刊号」、

企画展「向田作品の父と母」及び「孤高の詩人 うたびと 浜田到」等を開催し、顕彰作

家や鹿児島にゆかりのある作家の魅力について、市内外に情報発信しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

常設展示室各コーナーの展示資料を入れ替え、再来館者にも新たな視点で文学への興味

関心を深めていただけるように努めました。
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ア 鹿児島ゆかりの作家たち（導入展示）

節目の年を迎えた顕彰作家を中心に、文学館の導入展示コーナーで紹介しました。

期間 テーマ 展示資料

～ 生誕 年 黒田清綱

短冊「香川景樹 あさもよし紀ノ川水の浅

からぬそこのこころは君ぞくみた流」

短冊「行路花 いく度か駒のあしおととどむ

らむ花咲くころの志賀の山越」

図書『瀧園歌集』

～ 生誕 年 杉田久女

雑誌「花衣」創刊号

短冊「白妙の菊の枕をぬひあげし」

短冊「青薄かさにかきわけゆけどゆけど」

～ 作家と歌

宮原晃一郎 図書『尋常小学校読本』巻十一

向田邦子 原稿「ある朝、花が（作詞）」

黒田三郎 色紙「紙風船」

海音寺潮五郎 パネル「大口高校校歌」

～ 没後 年 吉井勇

図書『伊勢物語』

短冊「そのむかし薩摩へくたる初旅の船のさ

まなとふとおもひ出す」

図書『鸚鵡杯』

～ 没後 年 福永耕二

短冊「詩集のみ買いて麗らや文科生」

図書『鳥語』

原稿「われを詠む」

～ 丑年生まれの作家

森園天涙 図書『白晝の山』

海音寺潮五郎 書画「釣泥鼈之図」

山口誓子 短冊「虹のぼりゆき中天をくだり

ゆき」

～ 春の詩
うた

杉田久女 短冊「くぐり見る松が根高し春の

雪」

税所敦子 色紙「都春曙 咲つづくみやこ大

路の花かげもまだしづかなりはるの明ぼの

あつ子」

萬造寺齋 短冊「いまはなき師を忍びつつあ

ふぎみるわが眼にきよしうす桜花」

イ ゆかりの作家たちの情熱（５人の作家）

１１月に５人の作家について、パネルと資料の一部の入替えを行いました。

時期 作家 展示資料 新規展示数

月

海音寺潮五郎

雑誌切抜「隼太初陣」（掲載誌不明）、図書『二

本の銀杏』、図書『火の山』、図書『風に鳴る

樹』上・下、原稿「三部作関係図」 複製

点

林 芙 美 子

図書『続放浪記』、図書『放浪記第三部』、雑誌

「主婦之友」昭和 年 月号、舞台「放浪記」

パンフレット 等

点

椋 鳩 十

雑誌切抜「山の太郎熊」（「少年クラブ」昭和

年 月号）、図書『月の輪グマ』、図書『孤島の

野犬』、書画 色紙「とお花火消ゆるあたりはは

はのさと」、絵本『ガラッパ大王』等

点
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梅 崎 春 生

図書『櫻島』、図書『馬のあくび』、遺品 「梅

崎春生 海軍履歴表」複製 、雑誌「近代文学」

昭和 年 ・ 月号、原稿「ある失踪」等

点

島 尾 敏 雄

遺品「辞令 東京都立向丘髙等學校」、自筆「ノ

ート 日本歴史」講義ノート、草稿「南島につ

いて」、遺品「島尾敏雄 名刺」、図書『魚雷

艇学生』等

点

ウ 向田邦子の世界

「向田邦子の世界」コーナーの資料及びパネルの入替えを行いました。

展示資料 展示数

染付、石見焼の片口碗、新聞切抜「わたしのかくし味」、秀衡小碗、エッ

セイパネル等
点

エ 鹿児島文学の群像（２２人の作家）

１１月に常設展示の２２人の作家の資料の入替えを行いました。

時期 展示資料 展示数

月

八田知紀 短冊「歳中鶯 たにの戸にふゆこもりしてうくひす

のなかぬほとこそゆかしかりけれ 知紀」、税所敦子 図書『心

つくし』、黒田清綱 短冊「浦鶴 千世の聲きこえあげんと大君

のみゆきの浦にたつぞ鳴なる 清綱」、高崎正風 図書 司馬遼

太郎『花神』、吉井勇 図書『祇園双紙』、萬造寺齊 図書『蒼

波集』、森園天涙 雑誌「山上の火」合本、有島武郎 原稿「自

己を歌う」 複製 、有島生馬 図書『嘘の果』、里見弴 図書

『我』、昇曙夢 図書『ロシヤ・ソヴェト文学史』、山本實彦

雑誌「改造」、古木鐵太郎 図書『紅いノート』、平林彪吾 図

書『日本現代文学全集６９』、妻木新平 図書『村の国葬』、一

色次郎 映画パンフレット「青幻記」、杉田久女 雑誌「花衣」、

山口誓子 色紙「美しき距離白鷺が蝶に見ゆ」、篠原鳳作 図

書 水原秋櫻子『近代句私鈔』、藤後左右 図書『ナミノコ貝』、

福永耕二 雑誌「馬醉木」、黒田三郎 図書『失はれた墓碑銘』

等

新規 点

オ 本のひろば（学芸員のおすすめ本等）

芥川賞・直木賞の受賞作など、最新の出版物の紹介や展示作家の関連本の展示など

を行いました。

時期 テーマ 展示資料

月 白樺派特集

里見弴『初舞台・彼岸花』『多情仏

心』

志賀直哉『暗夜行路』『小僧の神様・

城の崎にて』

有島武郎『或る女』

月 第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品

高山羽根子『朱里の馬』

遠野遥『破局』

馳星周『少年と犬』

月 第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品
宇佐見りん『推し、燃ゆ』

西條奈加『心淋し川』
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カ 本のひろば（ランキングコーナー）

様々な分野で活躍されている方に、リレー方式で、独自のランキングを作ってい

ただき、その本をコメント入りで紹介し、展示しました。

期間 テーマ 紹介者

月～ 月
時代劇好きの新聞記者が選ぶ心揺さぶ

られる時代劇小説ベスト５

外前田孝（宮崎日日新聞社

総合メディア局次長）

月～ 月
みんなで覗いてみよう、小さなひとたち

の世界！ベスト５

伊福満代（宮崎キネマ館ス

タッフ）

月～ 月 物語る犬の目—犬好きが選ぶ５冊の本
野見山潔子（「火山地帯」同

人）

月～ 月
読むと、楽しくなる知恵としての人間

学。
吉松勝郎（『火山地帯』同人）

キ 本のひろば（今月の一冊）

かごしま近代文学館スタッフによる、お勧めの本を毎月 冊紹介しました。

時期 展示資料

月～ 月

（毎月 冊）

山岡荘八『徳川家光』、海音寺潮五郎『明智光秀をめぐる

武将列伝』、ブルック・ニューマン『リトル ターン』、村

中李衣『あららのはたけ』、犬塚惇平『異世界食堂』、石

川啄木『一握の砂・悲しき玩具』、村上春樹『猫を棄てる

父親について語るとき』、向田邦子『向田邦子ベスト・エッ

セイ』、井上光晴『明日 一九四五年八月八日・長崎』、ハ

ルノ宵子『猫だましい』、山口誓子・野尻抱影『星戀』、海

音寺潮五郎『天と地と』

③ ホール（文学ホール、メルヘンホール）使用の許可等の業務

ホールの各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を行いました。

また、ホールの空き状況を館のホームページで公開しました。

区分 開館日数
貸ホール日数 当館使用日数 総使用日数

稼働率 稼働率 稼働率

文学ホール 日
日 日 日

メルヘンホール 日
日 日 日

※文学ホール 人収容 メルヘンホール 人収容

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、収容人員を文学ホール上限

人、メルヘンホール上限 人としました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展

ア 「生誕１１０年記念 白洲正子」（仮称）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。
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イ 特別展 りぼん ２５０万りぼんっ子♥大増刊号【財団自主事業】

かつて日本中の少女たちに、影響を与えた雑誌「りぼん」の当時の人気作家の紹介

と、貴重な原画を展示しました。あわせて、当時の雑誌付録も展示しました。

展示資料 期間 入場者数

彩花みん『赤ずきんチャチャ』、池野 恋『ときめきト

ゥナイト』、一条ゆかり『有閑倶楽部』、岡田あ～みん

『ルナティック雑技団』、小花美穂『こどものおもち

ゃ』、さくらももこ『ちびまる子ちゃん』、椎名あゆみ

『ベイビィ★ 』『あなたとスキャンダル』、柊 あお

い 『星の瞳のシルエット』『銀色のハーモニー』『耳を

すませば』、水沢めぐみ『姫ちゃんのリボン』、矢沢あ

い『天使なんかじゃない』『ご近所物語』、吉住 渉『マ

マレード・ボーイ』『ハンサムな彼女』等 作家五十

順 点

～

日間

人

② 企画展

ア 向田作品の父と母

作家・向田邦子のドラマと小説に登場する「父と母」にスポットを当てて、向田が

描き出した家族像、人間像を紹介しました。

展示資料 開催期間 入館者数

原稿「だいこんの花」、原稿「スグミル種」、台本「時間

ですよ 昭和元年」、原稿「寺内貫太郎一家」、木下惠介

向田邦子あて葉書、構想メモ「阿修羅のごとく」、和田

勉 向田邦子宛て書簡、手入校正刷「春が来た」、中川

一政 装丁画「あ・うん」、草稿「あ・うん」、原稿「白

か黒か」 等

点

～

日間
人

イ 孤高の詩人 うたびと 浜田到

鹿児島で医師として勤務する傍ら、歌人、詩人としても活躍し、「孤高の歌人」と

呼ばれた浜田の生涯を、彼の遺した言葉と豊富な資料によって紹介しました。

展示資料 開催期間 入館者数

歌稿「硝子街」、詩稿「蒼ざめた貌について」、自家製

歌集「風茜」、創作ノート「坐睡」、中井英夫 浜田到

宛て書簡、塚本邦雄 浜田到宛て書簡 等

点

～

日間

人

③ 収蔵資料の充実

ア 文学資料の収集・保存

常設展示作家の資料、鹿児島ゆかりの文学作品、文芸雑誌等の収集を行いました。

なお、文学資料等の収集については、かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館資

料収集検討委員会に諮り、結果を鹿児島市に報告し、購入・寄贈の手続をとりました。

また、資料については、博物・文学等の専門知識を有した学芸員・司書により、体

系的に整理し、収蔵庫に保存しました。
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（主な収集資料）

受入区分 作家名 資料名

寄贈 向 田 邦 子 台本「隣りの女」確定稿、カセットテープ

寄贈 島 尾 敏 雄

写真アルバム（昭和 年旅順海軍予備学生時代、

昭和 年川棚臨時魚雷艇訓練所時代、大平ミホの

写真ほか）、原稿「恵原義盛著『奄美生活誌』推薦

のことば」、島尾敏雄肖像写真、父・四郎に贈った

扇子

寄贈 新 山 禮 子 薩摩糸びな（大・中・小） 各 点

寄贈

福 沢 諭 吉

坪 内 逍 遥

尾 崎 紅 葉

二 葉 亭 四 迷

斎 藤 緑 雨

石 川 啄 木

西 田 幾 多 郎

夏 目 漱 石

島 崎 藤 村

中 島 敦

岡 本 か の 子

坂 口 安 吾

石 川 淳

開 高 健

大 江 健 三 郎

河 野 多 恵 子

庄 野 潤 三

吉 行 淳 之 介

小 島 信 夫

日本思想大系、明治文学全集、（福沢）諭吉選集、

逍遥選集、（尾崎）紅葉全集、二葉亭四迷全集、斎

藤緑雨全集、石川啄木全集、西田幾多郎全集、夏目

漱石全集、島崎藤村全集、中島敦全集、岡本かの子

全集、坂口安吾全集、石川淳全集、開高健全集、大

江健三郎作品集、河野多恵子全集、庄野潤三全集、

吉行淳之介関係書籍（近親者の回想など）、小島信

夫全集 等

購入 黒 田 三 郎 詩稿「遠からん者は音にもきけ」 点

購入 林 芙 美 子 図書『放浪記』 冊

イ 収集文学資料の整理

収集した文学資料の装備、データ入力を行いました。

④ 海音寺潮五郎を顕彰する事業 【財団自主事業】

ア 文学資料の整理・入力等

財 海音寺潮五郎記念館から寄贈を受けた資料の整理・入力等を行いました。

イ 著作権の管理及び活用

財 海音寺潮五郎記念館から寄付を受けた著作権の管理を行いました。

ウ 顕彰のためのノベルティの製作

海音寺潮五郎オリジナルグッズとして、コットンバッグを製作しました。

エ 書籍の寄贈
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海音寺潮五郎の小説『火を噴く山―西郷隆盛―』上下巻を鹿児島市内の中学校・高

校等に寄贈しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

ア 木曜文学講座「資料から読む日本近代文学」

森鴎外、夏目漱石、谷崎潤一郎などの作家の作品を、書簡や単行本などの資料から

読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

多田蔵人（鹿児島大学准教授） メルヘンホール

月～ 月

隔週木曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

イ 小説鑑賞講座「川端康成『雪国』を読む」

川端康成『雪国』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

文学ホール

又は

メルヘンホール

月～ 月

各第４木曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

月～ 月

各第４金曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

ウ 小説方法講座「小説はどのように書かれたか」

近代以降の小説の文章についてテキストを基に学びました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

メルヘンホール

又は

文学ホール

月～ 月

各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

エ 文学入門講座「《解読＝快読 夏目漱石》処女作『吾輩は猫である』を精読する（続）」

夏目漱石の『吾輩は猫である』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

村瀬士朗（鹿児島国際大学

教授）
メルヘンホール

月～ 月

各第 日曜日
※ 月は中止

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

オ 日曜文学講座「小説家 さだまさし を読む」

さだまさしの小説を朗読と解説を通して鑑賞しました。

講師 会場 開催日 実績

廣尾理世子（鹿児島純心女子

高等学校教諭）
文学ホール

月～ 月

各第 日曜日
※ 月は第 日曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

－ 7－



カ 俳句ことはじめ

俳句づくりの基本について学びました。

講師 会場 開催日 実績

丸山眞（俳人、俳句雑誌「火の

島」編集・発行人）
メルヘンホール

月～ 月
各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

キ 朗読ボランティア養成講座

かごしま近代文学館のボランティア「きんめるサポーター」として、文学館ライブ

等での朗読をおこなうため、イントネーション、息づかい、間の取り方など、朗読の

基本から実演までを学びました。

講師 会場 開催日 実績

浜本麗歌（朗読家、日本朗読協

会認定講師）
メルヘンホール

月～ 月
各第 日曜日

※11月、1月は第２日曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

② イベント等

ア ゴールデンウィークイベント ～

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

ｱ ブックマルシェ

ｲ リサイクルブックエイド～本で寄付するプロジェクト～

イ 本フェス！かごしま ～

シルバーウィークのイベントとして、本にまつわる様々な企画を実施しました。

ｱ 秋のブックマルシェ（屋外編）

本フェス期間中に本のフリーマーケットを開催しました。

出店数 会場 開催日 参加者数

店 からくり時計前広場
～

（ 日間）
人

ｲ リサイクルブックエイド～本で寄付するプロジェクト～

不要になった古本を集め、アジアにおける図書館運営や図書館員の育成、絵本出版

などに役立てる活動を支援しました。

収集冊数 寄付額 開催日 参加者数

冊 円 ～ 人

ウ 現代作家が語る鹿児島ゆかりの作家

講師 会場 開催日 参加者数

井上荒野（作家） 文学ホール 人
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エ 文学館ライブ

作家や文学作品に影響を受けたパフォーマンスを常設展示室内で行いました。

内容 出演 開催日 参加者数

朗読 林芙美子「放浪記」

（新型コロナウイルス感染症

予防のため動画配信）

きんめるサポーター 人

詩の朗読会 藤田文江「夜の

聲」

浜本麗歌（朗読家）

塩屋祐典（ピアニスト）
人

クリスマス朗読会
餅田浩子（朗読家）

前田美紗紀（フルート奏者）
人

椋鳩十作品朗読会

きんめるサポーター

桃坂寛子（ピアニスト）

今林吹音（ヴァイオリニスト）

人

「子どもたちに聞かせたい創

作童話」朗読会

きんめるサポーター

文学館スタッフ
人

オ 学芸員によるギャラリートーク（メルヘン館と共通）

開催中の展覧会の見どころを学芸員がわかりやすく解説しました。

内容 開催日 参加者数

企画展「向田作品の父と母」について 人

企画展「孤高の詩人 うたびと 浜田到」について 人

カ 文学ワークショップ

本にちなんだ小物をつくるワークショップを実施しました。

講師 会場 開催日 参加者数

飯伏正一郎（ ） メルヘンホール 人

キ テーマでつながる読書会「雨の日に読みたくなる本」

雨をテーマに、お勧めの本を持ち寄り、紹介しました。

紹介本 会場 開催日 参加者数

梨木香歩『沼地のある森を抜けて』、

青山七恵『ひとり日和』、中山祐

次郎『泣くな研修医』、町田康『湖

畔の愛』

ライブラリー 人

ク 猫好き本屋さんによる猫猫ブックトーク

２月２２日・猫の日を記念して、鹿児島の猫好きの書店員が、おすすめ猫本を紹介

しました。

出演 会場 開催日 参加者数

諏訪田寛人（ブックスパー

チ）、東美穂（猫
ねこ

待
まち

屋
や

）、山崎

智子（古本泡沫
うたかた

）

ライブラリー 人
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③ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

児童文学創作講座

児童文学作家による児童文学についての基礎的知識から創作の方法、作品の添削指導

等を通して児童文学の書き手を育てる講座を、鹿児島市の委託を受けて実施しました。

講師 会場 開催日 参加者数

村中李衣（児童文学作家、ノートル

ダム清心女子大学教授）
メルヘンホール 人

村中李衣 メルヘンホール 人

村中李衣 文学ホール 人

➃ 教育機関等との連携・共催事業

博物館実習、職場体験学習等の受入れや大学との共催事業の開催など、教育機関等と

の連携を図りました。

ア 実習の受入れ等

イ 鹿児島国際大学との共催事業

総合娯楽雑誌「新青年」は、日本の探偵小説の普及に決定的な役割を果たしました。

江戸川乱歩、横溝正史をはじめとする多彩な探偵小説作家を生み、今日のミステリー

大国日本の礎を築きました。この創刊１００年を記念して、日本のミステリー小説の

これまでの歩みと、現在の隆盛について解説していただきました。

出演 会場 開催日 参加者数

日本近代文学ゼミナール学生

村瀬士朗（鹿児島国際大学教授）

小林潤司（鹿児島国際大学教授）

文学ホール 人

ウ 公益社団法人鹿児島青年会議所との連携事業

公益社団法人鹿児島青年会議所サスティナブル創生委員会の「ＳＤＧｓ（持続可能

な開発目標）」をテーマにしたまちづくりの事業に参加し、リサイクルブックエイドの

ブース出展を行いました。

行事名 開催日 参加者数

「あっ、＃サスティナブル　わたしＳＤＧｓはじめまし

た。」
人

内容 校数 人数

中高生職場体験学習（市立伊敷中学校） 校 人

「かごしまの芸術」学外研修（鹿児島純心女子短大） 校 人

フレッシュ研修（県立鹿児島養護学校） 校 人

中堅職員研修（市立玉江小学校） 校 人
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⑤ ボランティアの活用（両館共通）

館の運営や事業、広報活動のサポートをしていただくボランティア「きんめるサポー

ター」を募集し、様々な活動を行っていただきました。

内容 実施（回） 参加者数

朗読、発送作業、配架整理、書籍カバー装備など 回 延べ 人

令和２年度ボランティア登録者数 ２１人

⑥ モニタリング（両館共通）

常設展示や特別企画展、講座・イベント等の開催時に、アンケートを実施しました。

これに基づき、利用者の傾向・要望・意見等を分析、検討し、実施可能な要望・意見に

対しては迅速に対応を図りました。

⑦ 広報活動（両館共通）

行事や催し物について、「館だより」を毎月発行し、市内の保育園・幼稚園・小学校に

配布しました。

特別企画展や企画展、講座・イベントなどの開催については、市民のひろば・市政広

報番組への広報協力要請はもとより、新聞社、放送局、地元情報誌等への情報提供を通

じての広報活動に努めました。

最新の情報はホームページに掲載するほか、即応性が高いフェイスブック、ツイッタ

ー、インスタグラム等のソーシャルメディアを活用し、周知を図りました。

⑧ 職員研修（両館共通）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、文化庁等が開催する研修会等への職員派

遣は見送りましたが、消火・避難訓練を実施したほか、緊急事態に対応できる研修を行

いました。

利用者サービス事業（両館共通）

引き続き公衆電話を設置したほか、ミュージアムショップで特別企画展関連書籍や地

元出版社の書籍及び館製作のオリジナルグッズ等の販売を行い、来館者へのサービス向

上に努めました。
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２ かごしまメルヘン館

魅力的で親しみやすい館づくりを目指し、常設展示やエントランスホール等の季節展示の

ほか、各種イベントの充実に努めました。

特別企画展の「かいけつゾロリ大冒険展」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

開催を見送りました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

資料の入替えを定期的に行いました。

ア 人形展示コーナー（地下１階）

展示期間 展示内容

～ 絵本のなかのお友だち

～ 静まれ、コロナ！！郷土玩具・節句人形に祈りをこめて

～ 北欧の人形とおはなし

～ メルヘン館のこよみ歳時記～人形と絵本でめぐる～

イ 絵本の小部屋（絵本のお城３階）

展示期間 展示内容

～ 本をさがしに

～ せかいのおはなし

～ あま～い おかしのえほん

～ クリスマスとあたたかいおはなし

～ あけましておめでとう！～今年は丑年～

～ ぬいぐるみ・人形の絵本

ウ メルヘンアトリエ（おはなしの散歩道壁面）

展示期間 展示内容

～ こいのぼり

～ 花火

～ 秋の演奏会

～ クリスマス

～ お正月

～ ひなまつり
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エ おはなしのまち（１階）

「おはなしのお家」（お菓子のお家、森のお家、お城）や変身グッズ等の定期的な入

替えを行いました。

オ エントランスホール

期間 展示内容

～ メルくん・ルンちゃんをさがせ！スプリング

～ めんこであそぼう

～ メルくん・ルンちゃんのぬりえ

～ クリスマス

～ 十二支

～ ひな祭り

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展「かいけつゾロリ大冒険展」 ～

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

② 収蔵資料の充実

人形資料等の収集・保存

博物・文学等の専門知識を有した学芸員・司書により、体系的に整理し、収蔵庫に保

存しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

講座・教室名 講師 開催日 参加者数

読み聞かせボランティ

ア養成講座
メルヘン館スタッフ

、 、

、 、 人

わらべうた教室
三島理恵（松田ピアノ友社

講師）

毎月

第２金曜日

新型コロナ

ウイルス感

染症拡大防

止のため中

止

折り紙ワークショップ 折遊かごしま

奇数月の

第 土曜日

※ 月は中止

人

鹿児島の郷土玩具をつ

くろう

「薩摩糸びな」手づくり

ワークショップ

新山禮子（工房「小澤人形」） 人
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② イベント等

ア おはなし会・読み聞かせ

行事名 開催日 参加者数

えほんのじかん（幼児・小学生向け）
土曜日（第２を除く）

※９月から開催
人

おはなしのじかん（乳幼児向け） 月曜日 新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

おはなしさんぽのおはなし会 第２土曜日

ストーリーテリングによるおはなし会 、

イ ゴールデンウィークインベント

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

ウ 本フェス！かごしま ～

行事名 講師 開催日 参加者数

ワークショップ

「親子でライブペインティング」
江夏
こ う か

潤一

（イラストレーター）
人

エ 季節行事

行事名 講師 開催日 参加者数

クリスマス☆ワークショップ

キャンドルでサンタツリーをつ

くろう！

スタジオペケペケ

（イラストレーターユ

ニット）

人

お正月イベント からくり人形

実演会
メルヘン館スタッフ 人

オ 共同開催事業

財団の管理する他の施設や民間企業、かごしま文化ゾーンと共同でイベントを実施しま

した。

行事名 会場 開催日 参加者数

ふるさと考古歴史館がやってきた（ふる

さと考古歴史館との共同事業）
メルヘン館中庭 新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

親子で楽しむメルヘンコンサート＆おは

なし会 山形屋（宝山ホール、山形屋

との共催事業）

山形屋

２０２０秋の文化ゾーンフェスタ

ピアノとハープによるコンサート（宝山

ホールとの共催事業）

メルヘンホール 人

春のふれあいコンサート＆メルヘンおは

なし会（谷山サザンホール・ふるさと考

古歴史館との共同事業）

ふるさと考古

歴史館
人
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③ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

ア 第４２回 子どもたちに聞かせたい創作童話

「子どもたちの夢をはぐくみ、美しい心を育てたい」という願いのもと、創作童話

を募集し、その優秀作品を「子どもたちに聞かせたい創作童話」作品集として刊行す

る事業を鹿児島市の委託を受けて実施しました。

募集区分 第１部 保育園・幼稚園児、小学校低学年児童向けの作品

第２部 小学校中・高学年児童向けの作品

募集期間 ～

応募実績 第１部 点 第２部 点 合計 点

選考委員 有村真由美 鹿児島県学校図書館協議会会長・鹿児島市立草牟田小学校長

上野 惠美 鹿児島童話会理事

内村 英人 鹿児島市小学校国語部会会長・鹿児島市立喜入小学校長

田之上由美 鹿児島市立図書館図書係主幹

花山 潤治 鹿児島県美育協会会長・鹿児島市立犬迫小学校長

表 彰 式 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

受賞作品

及び

入 選 者

第１部 特 選 おしゃれな百地蔵 阿部 忠彦

入 選 びっくりさせちゃうぞ 向風 歩

入 選 ニッツとヤールのはたけしごと 鵠沼 更紗

入 選 やまとくんのたからもの 弓場 貴子

佳 作 トゲねずみハリー 鳥塚 嘉紀

佳 作 ヤマネのひまわり 山本 博幸

佳 作 みっちゃんのさんぽ 鶴田 貴子

佳 作 おひさまの仕立て屋とてるてるぼうず 末永 志穂

第２部 特 選 冬将軍日記 関根 裕治

入 選 生まれ変わって何になる？ 結城 博

入 選 思いをつなぐ しあわせプリン みやぞの せいこ

佳 作 思いやりがさ こんどう みえこ

佳 作 母子桜 樋口 達也

イ 「金の鈴」読み聞かせ会

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。

④ おはなし小道具の貸出し

市内の読み聞かせボランティアグループを対象に、大型絵本、大型紙芝居などの貸出

しを行いました。

貸出し件数 ８件
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（単位：人）

1,967 4,107 △ 2,140 47.9

382 1,837 △ 1,455 20.8

495 589 △ 94 84.0

福祉施設の活動 0 0 0 -

団体料金適用 121 402 △ 281 30.1

小計 2,965 6,935 △ 3,970 42.8

2,701 1,123 1,578 240.5

72 424 △ 352 17.0

1,468 3,048 △ 1,580 48.2

小計 4,241 4,595 △ 354 92.3

無料 226 378 △ 152 59.8

7,432 11,908 △ 4,476 62.4

0 1,360 △ 1,360 0.0

7,827 7,157 670 109.4

0 36 △ 36 -

1,157 4,832 △ 3,675 23.9

824 1,997 △ 1,173 41.3

合　　計 17,240 27,290 △ 10,050 63.2

10,207 33,141 △ 22,934 30.8

741 8,828 △ 8,087 8.4

4,090 6,156 △ 2,066 66.4

福祉施設の活動 2 7 △ 5 28.6

団体料金適用 164 676 △ 512 24.3

小計 15,204 48,808 △ 33,604 31.2

3,447 4,914 △ 1,467 70.1

468 1,170 △ 702 40.0

2,319 5,217 △ 2,898 44.5

小計 6,234 11,301 △ 5,067 55.2

無料 10,435 25,251 △ 14,816 41.3

31,873 85,360 △ 53,487 37.3

0 15,728 △ 15,728 0.0

593 3,909 △ 3,316 15.2

アウトリーチ 0 501 △ 501 0.0

4,255 10,055 △ 5,800 42.3

36,721 115,553 △ 78,832 31.8

53,961 142,843 △ 88,882 37.8

令和２年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　利用実績

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

区分 ２年度 元年度 対前年 対前年比(%)

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

常
設
展
示

有料

個人

団体

年間パスポート

減額

免除

教育施設の活動

福祉施設の活動

敬老パス・
身体障害者手帳等・その他

幼児

計

　　特別企画展

各種講座・講演会・催しもの

アウトリーチ

　　ライブラリー

    貸しホール利用者

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

常
設
展
示

有料

個人

団体

年間パスポート

減額

免除

教育施設の活動

福祉施設の活動

敬老パス・
身体障害者手帳等・その他

幼児

計

※　4/18～5/6は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時に休館

※2：財団自主事業「りぼん展」(5,714人)を含む。

特別企画展

各種講座・催しもの

　　親子読書コーナー

合　計

かごしま近代文学館・メルヘン館　合計

※1：団体料金適用：鹿児島シティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

※2

※1

※1
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↓ここより配置は　自社 PDF

５年間の利用者数の推移

◎かごしま近代文学館

（人）

区分 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 平均

利 用 者 数 40,968 28,078 29,133 27,290 17,240 28,542

◎かごしまメルヘン館

（人）

区分 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 平均

利 用 者 数 137,543 107,615 135,973 115,553 36,721 106,681

※　4/18～5/6は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時に休館

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度

(人) かごしま近代文学館 利用者数の推移

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度

(人) かごしまメルヘン館 利用者数の推移
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令和２年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　観覧料等収納額

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

対前年

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

個人 1,967 532,375 3,306 874,775 △ 1,339 △ 342,400

団体 382 41,700 1,788 189,500 △ 1,406 △ 147,800

年間パスポート 286 150,650 367 195,750 △ 81 △ 45,100

福祉施設の行う活動
（半額）

0 0 0 0 0 0

※1団体料金適用 121 26,720 402 84,780 △ 281 △ 58,060

計 2,756 751,445 5,863 1,344,805 △ 3,107 △ 593,360

個人 0 0 896 526,500 △ 896 △ 526,500

団体 0 0 58 28,700 △ 58 △ 28,700

計 0 0 954 555,200 △ 954 △ 555,200

17 69,500 53 101,700 △ 36 △ 32,200

174 121,000 455 350,900 △ 281 △ 229,900

合計 2,947 941,945 7,325 2,352,605 △ 4,378 △ 1,410,660

個人 10,207 2,739,475 23,416 6,148,925 △ 13,209 △ 3,409,450

団体 741 85,500 8,430 1,033,820 △ 7,689 △ 948,320

年間パスポート 1,554 879,650 2,251 1,236,750 △ 697 △ 357,100

福祉施設の行う活動
（半額）

2 150 0 0 2 150

※1団体料金適用 164 35,480 676 142,260 △ 512 △ 106,780

計 12,668 3,740,255 34,773 8,561,755 △ 22,105 △ 4,821,500

個人 0 0 9,906 5,369,700 △ 9,906 △ 5,369,700

団体 0 0 400 168,200 △ 400 △ 168,200

福祉施設の行う活動
（半額）

0 0 7 1,050 △ 7 △ 1,050

計 0 0 10,313 5,538,950 △ 10,313 △ 5,538,950

合計 12,668 3,740,255 45,086 14,100,705 △ 32,418 △ 10,360,450

※　4/18～5/6は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時に休館

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

常
設
展
示
観
覧
料

特
別
展
示
観
覧
料

※1：団体料金適用：鹿児島シティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

区分

２年度 元年度

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

常
設
展
示
観
覧
料

特

別

展
示

観

覧

料

ホール使用料

図録
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３ 鹿児島市立科学館

令和２年度は、入館者数の制限や密閉した小空間展示の閉鎖、人が密集する区域を減らす

工夫を図るなど、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を図りながら、館の運営に取り組

みました。

その中で、１２月に開館３０周年を迎え、記念式典をはじめ、鹿児島県との共催事業「か

ごしまスペースフェスタ２０２０」などの関係機関との連携事業や冬の特別企画展を開催し

ました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理を適切に行いました。

② 施設運営の充実

各階の入館者数の管理を行うほか、宇宙劇場においても定員の制限、上映回数の削減を行い、

アクリルパーテーションや足踏み式の消毒液スタンド等を新たに設置し、消毒業務を業務マニュ

アルに加えるなど、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に取り組みました。

また、宇宙劇場の機材トラブルの際の再観覧・払い戻しの案内方法を見直し、利用者に満足い

ただけるサービスの提供に努めました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 開館３０周年記念イベント

事業名・内容 開催日 参加者数

ア オリジナル記念番組の上映

「リフトオフ！～飛び立て、日本のロケットたち～」

を の協力を得て制作上映

１～ 人

イ 冬の特別企画展

はやぶさ の帰還に合わせて「ブロックでつくろ

う！未来のスペースワールド！」を開催

～
期間中入館

人

ウ 開館 周年記念式典

図書館と科学館の運営ボランティアの表彰と 年

の歩みをスライド映像で上映

（主催 鹿児島市立図書館）

―

エ 図書館・科学館クイズラリー

鹿児島市内に居住する小中学生を対象に、図書館と

科学館を巡るクイズラリーを実施

（主催 鹿児島市立図書館）

、 人

オ 期間限定デジタルアトラクションの設置

画面の前で体を動かして楽しめるアトラクショ

ン設置を企画

月～ 月

新型コロナウ

イルス感染拡

大防止のため

中止
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事業名・内容 開催日 参加者数

カ 特別記念講演会

「宇宙でも物質は再利用」と題し、鹿児島大学理学

部教授半田利弘氏の講演会を宇宙劇場で開催

人

キ 特別ゲストによる生き物に関するトークショ一

生物がテーマのドームシネマ冬番組上映に合わせ、

鹿児島市平川動物公園園長の福守朗氏による講演「チ

ンパンジーをチンパンジーらしく育てる」を実施

人

ク 特別サイエンスショー

日程を 月に変更して、神戸村野工業高校の北野

貴久教諭と村田直之氏による「地獄の沙汰も科学次第」

と題したサイエンスショーを開催

３回上演

人

② 開館記念ファン感謝デー「かごしまスペースフェスタ２０２０×プラネタリウムフェ

スタ２０２０」

内容 開催日 参加者数

鹿児島県との共催でかごしまスペースフェスタ

を開催するとともに、開館月の恒例行事であるプ

ラネタリウムフェスタ を同日開催

人

③ 開館記念ファン感謝デー「ＪＡＸＡ講演会」

内容 開催日 参加者数

ＪＡＸＡ職員を招き、はやぶさ の地球帰還ミッシ

ョンやカプセル再突入についての講演及びパブリッ

クビューイングを実施

人

※ 夏休み特別企画展

令和２年度の夏休みに計画していた特別企画展「科学捜査展」＆「名探偵コナンの謎解き

チャレンジ」については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策で開催を令和３年度に

延期しました。
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④ 宇宙劇場

ア プラネタリウム

一般投影

番組タイトル 投影期間 観覧者数

アナザー・アース ～私の部屋が宇宙になった夜～ ～ 人

星の旅 世界編 ～ 人

銀河鉄道の夜 ～ 人

名探偵コナン ～灼熱の銀 河
ギャラクシー

鉄 道
レイルロード

～ ～ 人

鹿児島市立科学館開館３０周年記念番組 リフトオフ！※ ～ 人

ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ ～ ～ ～ 人

平原綾香 いのちの星の詩 ～ ～ ～ 人

合計 人

※開館３０周年記念イベントの再掲

学習投影

事業名・内容 開催日 参加者数

「月の動きと形」「星の動き」等、小学校の学習指導

要領の天文単元に沿った内容のプラネタリウム投影

を授業の一環として来館された児童団体向けに投影
回 団体

人

特別上映

事業名・内容 開催日 参加者数

終戦の日を記念して、海軍機搭乗員や勤労女学生だ

った方々の貴重な証言を元に描かれた「戦場に輝くベ

ガ～約束の星を見上げて～」を上映

人

イ ドームシネマ一般上映

番組タイトル 上映期間 観覧者数

タートルオデッセイ ～バンジィひとりぼっちの冒険～ ～ 人

ロビンソン・クルーソー ～ 人

アステロイド・ハンターズ ～ 人

南極の恐竜 ～ 人

合計 人

ウ イベント

事業名・内容 開催日 参加者数

（ア）星と音楽の夕べ

ジャンルやアーティスト等を特集した音楽の鑑賞

会及び時季に即したテーマの星空解説とプラネタリ

ウム上映を行い、終了後は屋外での天体観望会も開催

（中止）

人
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事業名・内容 開催日 参加者数

（イ）太陽観察会

時から 時までの日中に、太陽望遠鏡を使いプ

ロミネンスや黒点の観察を実施

雨天中止

、

曇天中止

人

（ウ）ナイトプラネタリウム

仕事等で 時までに来館できない方々のために、

夜のプラネタリウム上映会を開催

、

、
人

（エ）日食観察会～食分 ％の部分日食を楽しもう～

天候不良により他地区の部分日食の観察会のパブ

リックビューイングに変更、実施

人

（オ）星空観望会

夏休みや冬休み期間中に月や惑星の観望好期に合わせて

観望会を実施 曇天中止）

人

（カ）プラネタリウム 水族館～魚たちと星空を観察

しよう！第 回～

簡易プラネタリウムを水槽前の天井に投影し、魚や

海に関連する星座解説等を開催

（共催）かごしま水族館

組 人

（キ）お月見ナイト

小学校低学年の家族を対象に英語の読み聞かせや

外国における月の文化の講義と観察会を実施

（共催）鹿児島市国際交流財団

組 人

（ク）ジャズ プラネタリウム

ピアノとトランペットのデュオによるジャズ生演

奏と秋の星空紹介を開催

人

（ケ）リラクゼーション プラネタリウム

一般勤労者を対象とした星空紹介と臨床心理士に

よる講演及びピアノの演奏

（共催）鹿児島市保健所、鹿児島市民文化ホール

人

（コ）プラネタリウム ふるさと考古歴史館

考古学と天文学のつながりの説明と簡易プラネタ

リウムを用いて星空の解説を実施

（共催）ふるさと考古歴史館

人

（サ）大接近！木星・土星・月の観察

年ぶりに大接近する木星と土星、月の観察会を実

施

人

（シ）大爆笑 星のお兄さんプラネタリウムショー

「笑い」を取り込んだ星座解説で話題を集めるプラ

ネタリウム解説者、田端英樹氏の鹿児島公演を企画

月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

（ス）キッズプラネタリウム～おはなしと音楽の夕べ～

家族を対象に星空紹介及び絵本の読み聞かせ並び

にフルートとピアノの生演奏の鑑賞会を開催

（共催）鹿児島市立図書館、鹿児島市民文化ホール

人
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事業名・内容 開催日 参加者数

（セ）親子で楽しむプラネタリウム

幼児向け番組の投影など親子を対象としたイベン

ト実施を企画

１月

キッズプラネ

タリウムの

月開催に伴い

中止

（ソ）大人のための朗読会 プラネタリウム

「星・宇宙」をテーマにしたアナウンサーによる本

の朗読と季節に応じた星空紹介を企画

（共催）ＫＫＢ鹿児島放送

３月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

（タ）おひるのプラネタリウム

時から 時までの番組上映時間の間に、星空投

影に合わせた幼児向けの解説やクラシック名曲等の

鑑賞会を実施

第１・第３・

第５木曜日等

計 回

人

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 青少年のための科学の祭典 鹿児島 ２０２０

内容 開催日 参加者数

学校の先生を中心とした外部講師による創意と工夫を

凝らした科学実験や科学工作ブースを設置し、青少年の科

学への夢を育み、興味関心を喚起する祭典を企画

配布予定であった実験解説集は、市内小中学校等や来館

者に提供

７月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

② 科学劇場

事業名・内容 開催日・回数 参加者数

ア 実験ショー

科学指導員が、科学を楽しく学べる「空気砲」や「シャ

ボン玉」の実験などを毎日開催

回 人

イ 「わくわく！ドキドキ！特別実験ショー」

大学生や専門講師による実験ショーなどを開催

① 鹿児島大学奇術同好会による「科学マジックショー」

② 気象予報士による「おもしろお天気講座」

①

②

① 人

② 人

③ だれでも工房

事業名・内容 開催回数 参加者数

かんたん工作

数十種類の工作メニューの中から希望する工作がで

きる工房を毎日開催

回 人
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④ 講座・教室等

講座・教室名・内容 開催日等 実績

ア サイエンスワークショップ（工作・実験・パソコン・天文）

身近な素材を使った実験や科学工作などを、幼児・小学

生・中学生を対象に開催

毎月第１、第

３第４土曜日

等

回

人

イ 科学教室 （工作・パソコン・天文）

小学生・中学生を対象に、天体望遠鏡作りや ・ ラ

ジオ工作、ドローン体験などの講座を開催

７回 人

ウ 成人パソコン教室

大人向けにワープロ文書作成や表計算操作、画像加工

やホームページ制作などの講座を開催

回 人

エ 出前教室

公民館講座で「ワクワク・どきどき楽しい親子科学教

室」を開催したほか、幼稚園での科学マジックショーや小

学校での星空観望会を開催

回 人

オ ワークショップ「自動運転で動く車のしくみ」

自動運転の仕組みをテーマにしたプログラミング体験

を通し、自動運転が広がる未来を考える講座を開催

（中止）

人

カ サイエンストーク

外部講師による身近な科学をテーマにした講演会を開

催

①「海をはかる」「灯台の光はなぜ遠くまで届くのか」

（講師 第十管区海上保安部）

②「究極のエコカー！水素で走る自動車」

（共催：かごしま環境未来館）

③「天の川銀河研究センターの天文パフォーマンスプロ

ジェクト」

（講師：鹿児島大学天の川銀河研究センター大学院生）

①

②

③

① 人

② 人

③ 人

キ 夏休み工作教室「浮かぶボール」

夏休みの小・中学生を対象にした科学工作教室を実施

（講師）冨ヶ原健介氏（薩南工業高校教諭）

、 人

ク ジオキッズ講座

ジオパーク学術推進員による科学工作体験、火山や防

災・地震等について学ぶ講座を開催

（共催）桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会

年２回

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止
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⑤ イベント

事業名・内容 開催日等 参加者数

ア こいのぼりかざり

幼稚園児による手づくりの鱗を館で用意した巨大こい

のぼりに貼付けを企画

製作したこいのぼりの館内展示

４月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め園児の来館

中止

イ こどもまつり

小中学生が入館料無料のこどもの日にゲームなどのイ

ベントを企画

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ウ 七夕かざり

３階の吹き抜け等に七夕飾りを施した竹を設置し、保育園児

が書いた短冊の展示を企画

さらに入館者が自由に書いた短冊を飾ることを企画

６月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め園児の来館

中止

エ お月見フェスタ

お月見観望会、お月見団子の配布、くるくるアニメ、ヨーヨ

ー釣り及び絵本の読み聞かせなどが楽しめるイベントを開催

（共催）鹿児島市立図書館

人

オ お年玉大さくせん

正月の入館者を対象とし、プラネタリウム番組観覧者に

はプレゼントを配付、実験ショー観覧者には科学グッズが

当たる抽選会を開催

～ 人

カ 館内スタンプラリー

館内３ヶ所のスタンプを集め、記念品を贈呈するイベン

トを開催

～ 人

キ セグウェイ体験試乗

重心移動で走る不思議を体験してもらうため、電動立ち乗

り２輪車セグウェイの体験試乗を開催

人

⑥ 関係機関との連携・共催・後援事業

事業名・内容 開催日等 参加者数等

ア 小・中学生のための電波教室「ラジオ工作会」

電波適正利用推進員の指導による ラジオの製作

（共催）鹿児島県電波適正利用推進員協議会

人

イ 考古館寺子屋（天体観望教室）

ふるさと考古歴史館において夏の星空紹介と天体望遠

鏡による惑星等の観察会を企画

共催 ふるさと考古歴史館

～

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ウ 下水道展かごしま

下水道の役割についてのパネル展示、水処理模型の展

示や微生物の顕微鏡観察、下水道相談コーナーなどの設

置 （主催）鹿児島市水道局下水道部

～
期間中入館

人
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事業名・内容 開催日等 参加者数等

エ ジュニア創志塾

小学校 ・ 年生を対象に科学に関する学習等、体験的

に学ぶプログラミング講座を計画

（主催）鹿児島市立少年自然の家

８月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

オ 第 回リフレッシュ理科教室

「電波を使ってエネルギーを伝達しよう！」と題した講

演会、小中学生が対象の「くるくるモーター」「ぶんぶん

発電機」「ルーレット」など電気をテーマとした実験工作

教室を企画 （主催）公益社団法人応用物理学会

８月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

カ 教員免許状更新講習会

幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭を対象とした教員

免許状更新講習会を開催

（主催）鹿児島大学教員免許状更新推進室

８月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

キ 水路記念日 記念パネル展

月 日の水路記念日にあわせて、日本周辺 海底地

形図や様々な海図などを紹介

（主催）第十管区海上保安本部

～
期間中入館

人

ク 科学技術映像祭入選作品発表会

国立研究開発法人科学技術振興機構（ ）が選定した

第 回科学技術映像祭の入選作品を館内で上映

（主催）

～
期間中入館

人

ケ 第 回日本学生科学賞審査会

中高校生個人、若しくは生徒が共同で取り組んだ実験・

研究・調査作品について審査会を開催（表彰式は中止）

（主催）読売新聞社

人

コ 灯台記念日パネル展

「灯台の歴史」や「灯台の種類」等のパネルの掲示と、実際

に灯台で使用されているレンズやＬＥＤ灯器等を展示

（主催）第十管区海上保安本部

～
期間中入館

人

サ 「あっ、＃サスティナブル わたし はじめまし

た」

ロボットカーのプログラミング体験ができるブースを

ぴらもーるイベントに出展 （主催）鹿児島青年会議所

人

シ アートコンテスト ‘

ロケット発射場のある種子島で、「宇宙の生き物」をテ

ーマに作品を募集した アートコンテストに、鹿児島市

立科学館賞を授与

（主催）かごしまアートフェスタ実行委員会・ アー

トコンテスト ‘ 実行委員会

表彰式 ―

ス 企業×高校生インターン プロジェクト

高校生と鹿児島の企業が、共に ｓの主旨に沿う活動

をするためのアイディアプレゼンを実施

（主催）鹿児島青年会議所

人
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事業名・内容 開催日等 参加者数等

セ たのしい授業入門講座 冬休みわくわく科学教室

県内の教諭が小中学生を対象に、実験を通して「科学の

授業」や「ものづくり」教室を開催

（主催）鹿児島仮説実験授業研究会

人

ソ おしょうがつ♪おとしだまコンサート

鹿児島国際大学音楽学科学生の演奏と音をテーマにし

た実験ショーを開催 （共催）鹿児島市民文化ホール

人

タ 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト

宇宙をテーマにした作文や絵画の募集、審査・表彰式の

開催と「リフトオフ！」特別上映会の開催並びに入賞作品

のエントランス展示を実施

（主催） 、 、 （後援）文部科学省

表彰式

～

展示

点応募

受賞者 人

特別上映

観覧者 人

チ 鹿児島高専のロボットがやってくる

全国工業高等専門学校ロボットコンテスト九州大会に

出場した鹿児島高専のロボットの実験ショーを企画

共催）国立鹿児島工業高等専門学校

１月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ツ コズミックカレッジ

ファンダメンタルコース、キッズコース

宇宙に関する講話や科学体験等をとおして、宇宙の不思

議や科学の楽しさを学ぶ講座を開催 （共催）

ファンダメンタル

キッズ

人

テ 大学生による理科ものづくりワークショップ

鹿児島大学教育学部の学生が、実験工作をテーマにワー

クショップを企画 （主催）鹿児島大学教育学部

２月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ト 第 回「わぉ！な生きものフォトコンテスト」写真展

生物多様性の重要性を伝えることを目的に、自然の中の

生物がテーマの作品を掲示

（主催）ソニー株式会社、公益財団法人日本自然保護協会

～
期間中入館

人

ナ 春休みわくわく科学教室

県内の教諭が小中学生を対象に、実験を通して「科学の

授業」や「ものづくり」教室の開催を企画

（主催）鹿児島仮説実験授業研究会

３月

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止、セに

統合して開催

ニ ＪＡＸＡテレビ

「鹿児島市教育委員会と との宇宙教育活動につい

ての協定」により、 から提供された映像を館内で上映

（共催）

通年 ―

ヌ サイエンスモニター

国立研究開発法人科学技術振興機構（ ）が提供する

科学技術の動画を館内で上映 （共催）

通年 ―

ネ 第 回 ｢科学する心」を見つけよう写真展

「『科学する心』を見つけようフォトコンテスト」入賞

作品を館内に掲示 （共催）ソニー教育財団

通年 ―
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事業名・内容 開催日等 参加者数等

ノ おもちゃ病院

ＳＤＧｓ活動の一環として、ボランティア団体の協力に

よる壊れたおもちゃの修理会を開催

（共催）かごしまおもちゃ病院

５回 人

ハ （スーパーサイエンスハイスクール）との連携

県内の高等学校において、先進的な理科教育を実施して

いるＳＳＨ指定高校と協力して、科学に関するイベントを

企画

―

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

⑦ 教職員、学生、生徒等の職場研修、体験学習及び実習等の受入れ

内容 校数 人数

初任校研修「教育施設研修」 校 人

小学校理科研究記録審査会 人

教員地域貢献体験研修（ 年目・ 年目等） ５校 人

大学生博物館実習 ３校 人

⑧ サイエンスボランティアの受入れ

内容 日数 人数

だれでも工房・科学劇場・科学教室の補助 ７日 人

⑨ モニタリング

冬の特別企画展や「リラクゼーション プラネタリウム」等のイベント参加者、定

例の講座教室、ワークショップ等の参加者にアンケートを行い、様々なご意見を頂きま

した。また、館内２ヶ所のご意見箱に投稿された要望等も職員間で共有し、改善点等も

含め、館運営の参考にしました。

⑩ 広報活動

年４回発行の科学館ニュースを市内の全小・中学校に配布しました。また、市民のひ

ろばや市政広報番組等への情報提供はもとより、新聞社等報道機関へのイベント告知や

取材要請を行いました。また、年間カレンダーや各種イベントチラシ及び外国語版のリ

ーフレット等を公共・観光施設や案内所等に配置しました。

最新情報については、ホームページを随時更新するほか、即応性の高いフェイスブッ

ク、ツイッター、インスタグラム等のソーシャルメディアへ頻繁に情報を掲載しました。

利用者サービス事業

４階の清涼飲料水の自動販売機を付設した飲食コーナーや授乳室の消毒作業を随時行

い、来館者の快適性を維持しました。サイエンスショップの商品も、来館者の要望を取

り入れ、宇宙飛行士や宇宙船のフィギュア等を新たに加える等、商品の充実を図りまし

た。
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○入館者数等 （単位：人）

２年度 元年度 対前年度 対前年度比(%)

17,070 39,652 △ 22,582 43.0

2,635 6,439 △ 3,804 40.9

11,315 21,219 △ 9,904 53.3

福祉施設の活動 5 24 △ 19 20.8

団体料金適用 ※1 36 126 △ 90 28.6

計 31,061 67,460 △ 36,399 46.0

教育施設の活動 4,939 6,976 △ 2,037 70.8

福祉施設の活動 1,386 2,918 △ 1,532 47.5

敬老パス

身体障害者手帳など
4,904 8,579 △ 3,675 57.2

教室・祭典等　※2 3,552 15,125 △ 11,573 23.5

 計 14,781 33,598 △ 18,817 44.0

13,393 28,171 △ 14,778 47.5

1,160 2,212 △ 1,052 52.4

14,553 30,383 △ 15,830 47.9

合          計 60,395 131,441 △ 71,046 45.9

出前教室（出前天体を含む）等 1,145 2,537 △ 1,392 45.1

総利用者数 61,540 133,978 △ 72,438 45.9

○宇宙劇場観覧者数 （単位：人）

２年度 元年度 対前年度 対前年度比(%)

10,586 20,232 △ 9,646 52.3

2,771 3,998 △ 1,227 69.3

8,562 15,041 △ 6,479 56.9

減額 教育施設の活動 2,795 4,727 △ 1,932 59.1

計 24,714 43,998 △ 19,284 56.2

講演・観望会等 1,233 4,546 △ 3,313 27.1

その他　※4 837 1,812 △ 975 46.2

計 2,070 6,358 △ 4,288 32.6

幼児 2,760 6,113 △ 3,353 45.1

その他　※5 61 156 △ 95 39.1

計 2,821 6,269 △ 3,448 45.0

合          計 29,605 56,625 △ 27,020 52.3

※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日休館

※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、宇宙劇場は4月11日から5月17日まで上映休止、その他9月19日まで

   定員制限及び上映回数の減を実施

無
料

※4　その他：一年生パスポート等

※5　その他：業務関係者等

区分

有

料

個　人

団　体

年間パスポート

免
除

免
除

無
料

幼児

その他　※3

 計

※1　団体入館適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援証持参者、コンベンション、SUNQパス、

　　 まちかどコメンテーター証提示者

※2　教室・祭典等：教室同伴者、再観覧券、添乗員、報道関係等

※3　その他：業務関係者等

　令和２年度　鹿児島市立科学館利用実績

（令和2年4月１日～令和3年3月31日）

有
料

個　人

団　体

年間パスポート

減額

区分
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◎利用者数

区分 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 平均

利用者数 144,814 129,828 133,456 133,978 61,540 120,723

◎宇宙劇場観覧者数

（人）

区分 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 平均

宇宙劇場

観覧者数 66,069 62,392 60,833 56,625 29,605 55,105

　　　　※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、宇宙劇場は4月11日から5月17日まで上映休止、

　　　　　 その他9月19日まで定員制限及び上映回数の減を実施

（人）

５年間の利用者数等の推移

　　　　※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日休館
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人数（人） 金額（円） 人数（人） 金額（円） 人数（人） 金額（円）

個人 17,070 5,277,500 39,652 12,076,500 △ 22,582 △ 6,799,000

団体 2,635 359,600 6,439 935,080 △ 3,804 △ 575,480

年間パスポート 2,922 1,807,600 5,537 3,306,100 △ 2,615 △ 1,498,500

福祉施設の活動 5 375 24 1,925 △ 19 △ 1,550

団体料金適用 ※1 36 8,320 126 27,720 △ 90 △ 19,400

計 22,668 7,453,395 51,778 16,347,325 △ 29,110 △ 8,893,930

個人 10,586 3,980,800 20,544 7,630,200 △ 9,958 △ 3,649,400

団体 2,771 531,920 3,998 792,080 △ 1,227 △ 260,160

教育施設の活動 2,795 285,650 4,727 472,700 △ 1,932 △ 187,050

年間パスポート 2,396 1,754,600 4,446 3,144,000 △ 2,050 △ 1,389,400

計 18,548 6,552,970 33,715 12,038,980 △ 15,167 △ 5,486,010

41,216 14,006,365 85,493 28,386,305 △ 44,277 △ 14,379,940

入
館
料

宇
宙
劇
場
観
覧
料

合計

※1　団体入館適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援証持参者、コンベンション、 SUNQパス、

   まちかどコメンテーター証提示者

※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日休館

※ 　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、宇宙劇場は4月11日から5月17日まで上映休止、その他9月19日まで

   定員制限及び上映回数の減を実施

令和２年度　鹿児島市立科学館　入館料等収納額

（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

２年度 元年度 対前年度
区分
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４ 鹿児島市立ふるさと考古歴史館

市民の方々が「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について、知識や理解を深め、郷土への誇

りと愛着心を醸成できるよう、特別企画展「文字よ、語れ！～出土品に標された文字・も

じ・モジ～」及び春季企画展・夏季企画展を開催しました。

また、常設展示室の展示品の一部更新を行うとともに、当館のＰＲに引き続き努め、リピ

ーター及び新規来館者の確保を図りました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

施設の維持管理

館の施設及び展示物や付属設備・備品の維持管理を適切に行いました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

幅広い年代の方々の興味・関心を高めるために、下記の企画展を行いました。

① 特別企画展

「文字よ、語れ！～出土品に標された文字・もじ・モジ～」

展示内容 開催期間 入場者数

平安時代から昭和初期に位置づけられる鹿児島市内遺

跡の発掘調査で出土した「文字が標された」遺物（計

点）や、市内各地の史跡に残された「文字が刻ま

れた」石造物等の現状写真（計 点）を展示し、文字

の内容、文字を標す手法、「文字が標された遺物」の

種類・用途・素材の変遷や歴史的背景について紹介

～

日間
人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催
、 、

、
人

② 企画展

ア 春季企画展「標高 以上の遺跡の秘密～鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 ～」

展示内容 開催期間 入場者数

帖地遺跡（喜入生見町）、宮ノ上遺跡（宮之浦町）、湯

屋原遺跡（東俣町）、御仮屋跡遺跡Ｂ地点（石谷町）

等、鹿児島市内の標高の高い場所（標高 ｍ以上の台

～

日間（ ～

は臨時休館）

人
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地や丘陵、内陸の山地）に立地する旧石器時代から近

世までの遺跡の発掘調査成果や出土遺物 点に加

え、標高の高い土地に現在も残されている神社、石造

物等の史跡の写真パネル 点も展示し、高地において

展開された歴史の特徴や変遷について紹介

【関連イベント】

企画展関連講座「標高 ｍ以上の地の遺跡～発掘された郡山地域の遺跡～」

内 容 開催日 参加者数

鹿児島市内の内陸に位置し、最も標高の高い地域の一

つである郡山地域における発掘調査成果や歴史的背景

について、鹿児島市教育委員会文化財課職員による講

座を開催

（新型コロナ

ウイルス感染症拡

大防止のため

から延期）

人

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催

、 （ は

臨時休館のため

中止）

人

イ 夏季企画展「いただきます！の歴史」

展示内容 開催期間 入場者数

旧石器時代から近世に位置づけられる鹿児島市内遺跡

の発掘調査で出土した食事に関わる遺物（土器や陶磁

器等の器類、鏃や釣針等の狩猟具、石皿や磨石等の植

物加工具、動物・魚骨等の食糧残滓）計 点の展示

や小学生向けの研究ノートの配布を通し、「食卓風

景」の歴史の変遷について紹介

～

日間
人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催
期間中の毎週

日曜日 全 回
人
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ウ 春季企画展「“〇十”が導くエトセトラ～鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 ～」

展示内容 開催期間 入場者数

島津氏（島津家）家紋である「〇十」模様を標す遺物

が出土した、鹿児島（鶴丸）城二之丸跡（城山町）、清

泉寺跡（下福元町）、大龍遺跡（大竜町）、琉球館跡

（小川町）等の発掘調査成果や出土遺物計 点を展

示し、近世（江戸時代）における市内遺跡と島津氏及

び藩政との関連について紹介

～

日間
人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 人

③ 常設展示室更新展示

ア 中世・鹿児島市の城と館

展示内容 展示開始日

清水城跡（稲荷町ほか）、油須木城跡（油須木町）、谷

山弓場城跡（下福元町）、北麓遺跡（谷山中央一丁

目）等、中世に位置づけられる鹿児島市内の遺跡にス

ポットをあて、発掘調査成果や出土品を展示し、遺跡

の概要や出土遺物の特徴について紹介

イ 地形テーブル上タブレットの情報更新

展示内容 展示開始日

地形テーブル上に設置されたタブレット（計５台）で

閲覧できる鹿児島市内の遺跡・史跡の写真・解説につ

いて、その内容を更新し、クイズコーナーを新設
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学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

幼児や小学生等に「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について興味、関心を高めてもら

うために、下記の事業を行いました。

① 講座・教室等

講座・教室名 開催日 参加者数

土器づくり （ 回） 人

土笛・土鈴づくり （ 回） 人

土器風鈴づくり （ 回） 人

中型まが玉づくり （ 回） 人

くだ玉づくり （ 回） 人

考古館寺子屋
～

科学館の協力による星空観望会含む

新型コロナウイ

ルス感染症拡大

防止のため中止

夏休み体験教室

納涼うちわ作り等
（ 回） 人

夏休み工作教室 （ 回） 人

火おこし体験 （ 回） 人

古代体験学習 随時 人

子ども教室
毎月 ～ 回（土・日・祝日） 合計 回

※ 月除く
人

教養講座 毎月 回（第 土曜日） 人

② 考古館映画会・イベント等

イベント内容 開催日 参加者数

ア 考古館映画会

アニメ映画などの上映

毎週土・日・

祝日（ 回）
人

イ 鯉のぼり飾り

幼稚園児による館内での鯉のぼり飾り付けを企画

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

防止のた

め中
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ウ ゴールデンウィークイベント

どんぐりこまづくり、スーパーボールすくい、火

おこし体験、弓矢体験、カプラ広場等を企画

～

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

エ 親子ふれあいステージ

桐めぐみ＆濱田貴志ギターデュオと によるコ

ンサートを企画

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

オ こどもの日フェスティバル

エミリー★ファミリーコンサートやふわふわバル

ーン等を企画

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

カ 土器風鈴づくり

幼稚園での土器風鈴作りの作成指導
人

キ 七夕飾り

幼稚園児による館内での七夕飾り付け

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ク 夏休みこども映画会

「タッドの大冒険失われたミダス王の秘宝」上映
人

ケ 一日子ども学芸員体験

本物の土器の観察や拓本・レプリカ体験
人

コ サマーナイト 考古歴史館【新規】

閉館後の館内で謎解き宝探しゲームや火おこし体

験を実施

人

サ 古代体験フェスティバル

弓矢体験や火おこし体験、まが玉づくりなどの古

代体験や射的、魚釣り大会の開催

人

シ ふるさと考古歴史館感謝デー

射的、スーパーボールすくい、古代水くみ大会や

館内クイズラリーなどの開催

人

ス 考古歴史館招待事業【新規】

放課後等デイサービスファミサポここを招待し、

館内見学や体験学習の実施

人
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セ 新春イベント

干支の置物や開運まが玉の来館プレゼント
人

ソ 史跡めぐりバスツアー

郡山麓地頭仮屋跡（鹿児島市郡山町）や入来麓武

家屋敷群（薩摩川内市入来町）等、近世の麓集落と

その周辺史跡についてバスでめぐる解説を企画

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

タ 課外授業応援事業

鹿児島市立前之浜小学校を招待し、館内見学や体

験学習の実施

人

チ 春のイベント

火おこし体験、弓矢体験、しおりづくりやまが玉

ネックレスづくりなどの開催

人

③ 関係機関等との連携による事業

ア ふるさと考古歴史館がやってきた！（メルヘン館との共催）

内 容 場 所 開催日 参加者数

火おこし、古代服体験を企画 かごしまメルヘン館

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

イ 青少年のための科学の祭典

内 容 場 所 開催日 参加者数

火おこし体験を企画 鹿児島市立科学館

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

ウ プラネタリウム ふるさと考古歴史館（科学館との共催）

内 容 場 所 開催日 参加者数

移動式プラネタリウム装置を

使った星空解説
ふるさと考古歴史館 人
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エ 谷山ふれあいコンサート（谷山サザンホールとの共催）

内 容 場 所 開催日 参加者数

谷山小学校吹奏楽部、鹿児

島市春の新人賞受賞者など

によるコンサート

ふるさと考古歴史館 人

オ ふるさと考古歴史館がやってきた！（谷山サザンホールとの共催）

内 容 場 所 開催日 参加者数

移動展示・説明会 谷山サザンホール 人

カ 春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会

（メルヘン館、谷山サザンホールとの共催）

内 容 場 所 開催日 参加者数

清和小学校吹奏楽部、鹿児

島市春の新人賞受賞者によ

るコンサート、メルヘン館

職員によるおはなし会

ふるさと考古歴史館 人

キ 出前体験学習教室

内 容 場 所 開催日 参加者数

歴史講座 鹿児島情報高校 人

歴史講座 西谷山小学校 人

ク 教職員研修の受入れ

内 容 校 数 人 数

教職員（ 年目・ 年目研修） 校 人

ケ 博物館実習、中学生、高校生等の職場体験学習の受入れ

内 容 校 数 人 数

大学生（職場体験） 校 人

④ アンケートの実施

常設展示や特別企画展等の観覧者にアンケートを実施し、内容の分析や検討を行う

とともに、実施可能な要望・意見は迅速に対応を図りました。
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⑤ 広報活動

特別企画展、各企画展や子ども教室の開催などは、「市民のひろば」や「キッズ通信

アクト」などを活用して広報するとともに、市内の幼稚園、保育園、小学校及び中学校

などへ開催イベントの周知に努めました。

その他、新聞、テレビ、情報誌などに各事業の情報提供を行うとともに、ホームペー

ジのほか、フェイスブック、ツイッター等のソーシャルメディアも活用した情報発信に

努めました。

利用者サービス事業

来館者の利便性を図るため、清涼飲料水の自動販売機及び公衆電話を引き続き設置し

ました。また、コピーサービスや歴史に関する書籍、グッズ商品の販売を行いました。
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〇観覧者数

対前年度比(%)

3,112 4,773 △ 1,661 65.2%

508 866 △ 358 58.7%

1,016 1,959 △ 943 51.9%

※団体料金適用 6 20 △ 14 30.0%

福祉施設の活動 0 19 △ 19 0.0%

4,642 7,637 △ 2,995 60.8%

1,137 2,932 △ 1,795 38.8%

495 1,427 △ 932 34.7%

1,889 3,505 △ 1,616 53.9%

3,521 7,864 △ 4,343 44.8%

無料 1,794 3,550 △ 1,756 50.5%

9,957 19,051 △ 9,094 52.3%

8,093 17,423 △ 9,330 46.5%

19,984 40,642 △ 20,658 49.2%

38,034 77,116 △ 39,082 49.3%

※　団体料金適用：まちかどコメンテーター

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日休館

各種講座・催物

総利用者数

幼児

計

企画展

常
設
展
示

有
料

敬老パス

身体障害者手帳等

教育施設の活動

福祉施設の活動

小計

免
除

小計

区　　　分

個人

団体

年間パスポート

減額

令和２年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館利用実績

（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

２年度 元年度 対前年度

（単位：人）
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◎利用者数

（人）

区分 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 平均

利用者数 48,570 65,968 77,819 77,116 38,034 61,501

５年間の利用者の推移

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

（人） ふるさと考古歴史館 利用者の推移

件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 金額（円）

3,112 778,950 4,773 1,185,900 △ 1,661 △ 406,950

508 70,080 866 150,600 △ 358 △ 80,520

332 157,800 539 250,800 △ 207 △ 93,000

6 1,320 20 3,600 △ 14 △ 2,280

0 0 19 2,175 △ 19 △ 2,175

3,958 1,008,150 6,217 1,593,075 △ 2,259 △ 584,925

※　団体料金適用：まちかどコメンテーター

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日休館

令和２年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館　観覧料収納額

（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

対前年度

常
設
展
示
観
覧
料

※団体料金適用

区分
２年度

合計

個人

団体

年間パスポート

元年度

福祉施設の活動

－ 41 －



５ 鹿児島市民文化ホール

市民の文化活動の拠点として、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を図りながら、施設

の適切な管理運営を行うとともに、芸術文化の振興に寄与するために、企画提供事業として、

「下野竜也指揮 ＮＨＫ交響楽団 ヴァイオリン：三浦文彰」など２公演実施しました。また、芸

術文化への関心を高め、理解を深めるために鑑賞講座、友の会特別鑑賞会等の普及支援事業及び

利用者サービス事業を実施しました。

 

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行いました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行いま

した。

③ モニタリング

利用者会議（書面）などにより施設に対するニーズ等の把握を行い、実施可能なものにつ

いては、対応を図りました。

また、主催事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、

傾向を分析し、改善に努めました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、フ

ェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的に行い

ました。また、市政広報紙や新聞紙面、ＣＭスポット、地元情報誌等を利用した広報活動に

も努めました。

その他、鹿児島市が締結したネーミングライツ契約により決定した施設の愛称について、

令和２年度からの使用開始に伴い、各種印刷物、ホームページ等でその普及、定着に努めま

した。

⑤ 職員研修等

全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント研修に

オンラインで参加するともに、文化庁委託事業「劇場・音楽堂等への芸術文化活動支援支援

員の派遣による支援」研修を開催し、最新の知識の習得と資質向上に努めました。

また、年２回の消火・避難訓練を実施したほか、防火・防災・救急について、より具体的

な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行いました。
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学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事業

として次の公演を実施しました。

事業名 開催日時・場所
入場者数
入場率

（吹奏楽）

東京佼成ウインドオーケストラ

月 日 水

開演

第 ホール

新型コロナウイ

ルス感染症拡大

防止のため中止

（古典芸能）

線香花火

月 日 金）

開演

第 ホール

人

（ ％）
※収容率 ％で

実施

（ピアノ）

横山幸雄ピアノリサイタル

月 日（日）

開演

第 ホール

（※台風 号接近

のため 月 日（日）

から延期）

新型コロナウイ

ルス感染症拡大

防止のため中止

（オーケストラ）

下野竜也指揮 ＮＨＫ交響楽団

ヴァイオリン：三浦文彰

月 日 金

開演

第 ホール

人

（ ％）
※収容率 ％で

実施

② 報道機関等との共同主催事業

南日本新聞社、鹿児島音楽文化協会との共同主催公演

事業名 開催日時・場所
入場者数
入場率

ディズニー・オン・クラシック

～まほうの夜の音楽会～

月 日 日

第 ホール

新型コロナウイ

ルス感染症拡大

防止のため中止

おかあさんといっしょ

～ガラピコぷ～がやってきた！！～

月 日 土

第 ホール

新型コロナウイ

ルス感染症拡大

防止のため中止
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学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、理解

を深めることを目的として、次の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座

自主文化事業に関連する講座を企画し、公演への関心が高まるよう努めました。

講座名 講師 開催日・場所 受講者数

「下野竜也指揮 ＮＨＫ交響楽団

ヴァイオリン：三浦文彰」

鑑賞講座

中島一光（ピアノ）
月 日 日

市民ホール

人
※収容率50％

で実施

イ 舞台体験「ホールの仕事ってどんなこと？」

小学生が舞台空間に興味を抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を体験

する機会を設けました。

教室名 講 師 開催日・場所 受講者数

市民文化ホール夏季舞台セミナー

「ぼくも！わたしも！１日舞台ス

タッフ」

市民文化ホール職員
月 日 土

第 ホール
人

ウ 親子鑑賞支援

親子連れで気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台鑑賞を支援しました。

名 称 開催日・場所 招待者数

親子で芸術鑑賞！

線香花火

月 日 金

第 ホール

親子 組

人

親子で芸術鑑賞！

横山幸雄ピアノリサイタル

月 日（日）

開演

第 ホール

（※台風 号接近の

ため 月 日（日）

から延期）

新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止

親子で芸術鑑賞！

下野竜也指揮 ＮＨＫ交響楽団

ヴァイオリン：三浦文彰

月 日 金

第 ホール

親子 組

人

エ 連続講座「合唱ワークショップ」

５回の講座をとおして合唱の基本を学ぶワークショップを企画しましたが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため中止しました。
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② ワークショップ

芸術文化への関心を深めるため、自主文化事業に関するワークショップを行いました。

名 称 講 師 開催日・場所 受講者数

レベルアップクリニック

東京佼成ウインドオーケストラ

東京佼成ウインドオーケストラ

メンバー

月 日 火

第 ホール他

新型コロナ

ウイルス感

染症拡大防

止のため中

止

③ イベント等

ア 友の会特別鑑賞会

鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会会員への鑑賞機会の提供と会員数の増

を図るための事業を実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

鹿児島市民文化ホール・

谷山サザンホール

友の会特別鑑賞会

木場貴丸（タップダンス）

杉本悠真（タップダンス）

博多俊輔（ピアノ）

大迫貴（ピアノ）

月 日 土

第 ホール

人
※収容率 ％

で実施

イ 市民文化ホール利用者のつどい

日頃、市民文化ホールを利用している芸術文化活動グループによる合同イベントを実施

しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

利用者の集い

・ココムーンハウス コ

カリナ オーケストラ

（楽器演奏）

・宝月流（日舞）

・ （ダンス）

・

（ダンス）

・アフリカンダンスかご

しま（ダンス）

月 日 土

第 ホール

人
※収容率 ％で

実施

ウ お年玉コンサート 【新規】

財団が運営する施設と共同し、科学館職員による実験ショーや地元大学の音楽科で研鑽

を積んでいる学生による演奏を行うなど、未就学児とその保護者が気軽に楽しめるイベン

トを実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

おしょうがつ♪おとしだま

コンサート

鹿児島市立科学館

鹿児島国際大学音楽学科

学生

月 日 土

市民ホール

人
※収容率

％で

実施
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④ アウトリーチ

財団が運営する施設で、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者 開催日・場所 鑑賞者数

働きざかりのためのリラクゼー

ション講座「リラクゼーション

プラネタリウム～星空に抱か

れてほっとひといき～」（鹿児島

市保健所、科学館との共催）

今林吹音（ヴァイオリン）

有村航平（チェロ）

月 日 金

科学館 階

宇宙劇場

人

キッズプラネタリウム～おはな

しと音楽の夕べ～（鹿児島市立

図書館、科学館との共催）

黒木由香 （フルート）

井ノ上綾香（ピアノ）

月 日 土

科学館 階

宇宙劇場

人

⑤ 文化芸術振興事業〔受託事業〕

鹿児島市の文化芸術振興事業について、委託を受けた次の事業を実施しました。

ア 鹿児島芸術鑑賞事業

名 称 内 容 開催日・場所 鑑賞者数

学校巡回芸術劇場
（鹿児島市内小学校）

劇団野ばら
「山の風から聞いた話」

月 日 月

星峯東小学校
人

月 日 火

南小学校
人

月 日 水

東谷山小学校
人

劇団四季

鹿児島公演観劇会
（鹿児島市内

小学 年生対象）

劇団四季
「人間になりたがった猫」

月 日 月

月 日 火

第１ホール

新型コロナウ

イルス感染症

拡大防止のた

め中止

イ 市少年少女合唱団振興事業

市内に在住する少年少女で構成された「鹿児島市立少年合唱隊」の活動と運営のサポート

を実施しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

鹿児島市立少年合唱隊

第 回定期演奏会

隊員 名

指揮 竹元雅昭

吉倉邦子

伴奏 蜷川朋子

月 日 日

第 ホール

人
※収容率 ％で

実施

利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清涼飲

料水の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図りました。また、芸術文化の

情報提供媒体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施しました。
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① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各

種公演情報の提供やチケット割引販売等を実施しました。

令和２年度会員数（令和３年３月３１日現在）

会員種別 年会費 会 員 数

個人会員 ２，０００円 １４３人 （更新：１０９人 新規：３４人）

協賛会員 ５，０００円 ９団体 （更新： ７団体 新規：２団体）

※鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール共通

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しました。

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車券

の販売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めました。

－ 47 －



令和２年度 鹿児島市民文化ホール 利用実績

① 施設別利用状況

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 土 ～ 月 、 木 ～ 日 は、ホールのみ利用休止、

火 ～ 水 は、全館で利用休止

令和
２年度

令和
元年度

対前年度
対前年度比

(％)

利用率（％） △ 24.0

使用件数(件) △ 97

公演数(回) △ 89

入場者数(人) △ 179,960

利用率（％） △ 21.0

使用件数(件) △ 80

公演数(回) △ 64

入場者数(人) △ 67,646

利用率（％） △ 39.0

使用件数(件) △ 148

公演数(回) △ 125

入場者数(人) △ 26,831

楽屋(3ホール) 使用件数(件） △ 251

使用件数(件) △ 509

入場者数(人) △ 23,786

使用件数(件) △ 194

入場者数(人) △ 5,470

使用件数(件) △ 37

入場者数(人) △ 1,019

展望ギャラリー 使用件数(件) △ 5

△ 1,321

△ 304,712

和室

使用件数合計(件)

入場者数合計(人)

区分

第1ホール

第2ホール

市民ホール

練習室(4室)

会議室(2室)
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② 施設別使用料収納状況

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 土 ～ 月 、 木 ～ 日 は、ホールのみ利用休止、

火 ～ 水 は、全館で利用休止

(単位：円）

施設 項目
令和

２年度
令和

元年度
対前年度

対前年度比
（％）

施設使用料 △ 15,487,000

備品使用料 △ 12,521,340

小計(A) △ 28,008,340

減免額(B) △ 1,007,295

収納額(A)-(B) △ 27,001,045

施設使用料 △ 5,741,100

備品使用料 △ 4,972,960

小計(A) △ 10,714,060

減免額(B) △ 58,240

収納額(A)-(B) △ 10,655,820

施設使用料 △ 2,334,100

備品使用料 △ 1,613,660

小計(A) △ 3,947,760

減免額(B) △ 151,542

収納額(A)-(B) △ 3,796,218

施設使用料 △ 7,691,900

備品使用料 △ 282,510

小計(A) △ 7,974,410

減免額(B) △ 438,080

収納額(A)-(B) △ 7,536,330

施設使用料 △ 31,254,100

備品使用料 △ 19,390,470

小計(A) △ 50,644,570

減免額(B) △ 1,655,157

収納額(A)-(B) △ 48,989,413

第
１
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

第
２

市
民

そ
の
他
施
設

計
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６ 谷山サザンホール

市民の文化活動の拠点として、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を図りながら、施

設の適切な管理運営を行うとともに、芸術文化の振興に寄与するために企画提供事業として、

「音楽の絵本」～親子のためのクラシックコンサートなど２公演や地域における芸術文化活動

への支援など、普及支援事業及び利用者サービス事業を実施しました。

特に、谷山サザンホール音楽祭、サザンホールロビーコンサートなど地域密着型イベントを

実施しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行い、安全で快適な

利用しやすい施設となるように努めました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行う

とともに、施設使用の助言などを行い、利用者の使用しやすい施設となるように努めまし

た。

③ モニタリング

利用者会議（書面）などにより施設に対するニーズ等の把握を行い、実施可能なものに

ついては、対応を図りました。

また、主催事業等の実施の際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約

し、傾向を分析し、改善に努めました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、

フェイスブック、ツイッター、ライン等のソーシャルメディアも活用した広報を積極的に

行いました。また、市政広報紙や新聞紙面、ＣＭスポット、地元情報誌、町内会等を利用

した広報活動にも努めました。

⑤ 職員研修等

全国公立文化施設協会等が開催するホール業務マネジメント、アートマネジメント研修

は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため参加できませんでしたが、市民文化ホールで

実施された文化庁委託事業の研修等に参加し、最新の知識の習得と資質向上に努めました。

また、年２回の消火・避難訓練を実施したほか、防火・防災・救急について、より具体

的な事態を想定したホール独自の緊急時対応研修を行いました。
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学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事

業として次の公演を実施しました。

事業名 開催日時
入場者数
（入場率）

（室内楽）

「音楽の絵本」～親子のためのクラシックコンサ

ート～

月 日（火・

祝）

開演

人

％
※収容率 ％で

実施

（落語）

「春風亭昇太・桂竹丸 二人会」

月 日（日）

開演

人

％
※収容率 ％で

実施

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、

理解を深めることを目的として、下記の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座

自主文化事業「春風亭昇太・桂竹丸 二人会」に関連する講座を企画し、公演への興味

喚起に努めました。

名 称 講師 開催日 受講者数

師匠 落語ってなに？ 桂 竹丸 月 日（日）
人

※収容率

％で実施

イ 舞台体験

小学生が舞台空間に興味が抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作を体

験する機会を設けました。

名 称 講師 開催日 受講者数

舞台体験講座 谷山サザンホール職員 月 日（土） 人

ウ ふれあい鑑賞支援

児童養護施設等の子どもたちが気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞

台鑑賞を支援しました。（招待者数 人）

② イベント等
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ア サザンふるさと芸能祭

地域で保存、伝承されている郷土芸能を紹介し、地域の活性化とその普及を図るため

サザンふるさと芸能祭を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め中止しました。

イ 谷山サザンホール音楽祭

谷山サザンホールの利用者を中心に市内で活動している学校団体や芸術文化活動グ

ループの 団体が 部にわかれ、演奏や歌を披露しました。

名 称 出演団体 開催日時 入場者数

谷山サザンホール

音楽祭

谷山小学校吹奏楽部、西谷山小学校金

管バンド部、谷山中学校吹奏楽部、和

田中学校吹奏楽部、皇徳寺中学校吹奏

楽部、星峯中学校吹奏楽部、鹿児島南

高等学校吹奏楽部、鹿児島情報高等学

校吹奏楽部、谷山市民会館（谷山少年

少女合唱団）

月 日

（日）

午前の部

開演

午後の部

開演

人
※ 収 容 率

％で実施

人
※ 収 容 率

％で実施

ウ サザンホールロビーコンサート

地域で音楽活動を行っている団体等を紹介し、地域の活性化とその普及を図るために

ロビーコンサートを実施しました。

出演者 開催日 入場者数

鹿児島南高等学校吹奏楽部
月 日

（土）
人

木管五重奏 L’allure ラリュー
月 日

（日）
人

エ ふるさと考古歴史館がやってきた

当館において、ふるさと考古歴史館の学芸員から不動寺遺跡に埋もれていた謎・なぞ・

ナゾについて、わかりやすく紹介、解説してもらう講座を行いました。

名 称 講師 開催日・場所 受講者数

ふるさと考古歴史館が

やってきた 谷山サザ

ンホール

ふるさと考古歴史館職員
月 日（日）

市民ギャラリー
人

オ サザンホール映画会

谷山サザンホールを身近なホールとして体感してもらうために、夏休みに親子で楽し

める映画会を事前予約制で実施しました。
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名 称 上映作品 開催日時 入場者数

サザンホール映画会 月 日（日）

開演

人
※ 収 容 率

％で実施

③ アウトリーチ

財団が運営する施設等で、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

谷山ふれあいコンサート

（ふるさと考古歴史館と

の共同事業）

月 日（日）

ふるさと

考古歴史館

人

ふれあい出前コンサート
木管五重奏 L’allure ラリュ

ー

月 日（日）

郡山公民館

人
※ 収 容 率

％で実施

春のふれあいコンサート

＆メルヘンおはなし会

（ふるさと考古歴史館、メ

ルヘン館との共同事業）

山﨑文乃＆豊倉祥太

（ピアノ＋チェロ）

清和小学校吹奏楽部

メルヘン館職員

月 日（土）

ふるさと

考古歴史館

人

④ 展示室、市民ギャラリー貸出し

展示室、市民ギャラリーは、年間を通して市民の講座や同好会等の成果発表の場として

活用されました。

利用者サービス事業

無線ＬＡＮのアクセスポイントの提供や、各種事業に係わる関連商品の販売、並びに清

涼飲料水の自動販売機や公衆電話を設置し、来館者の利便性向上を図りました。また、芸術

文化の情報提供媒体機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施しま

した。

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

舞台芸術の振興と文化情報の発信を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の

各種公演情報の提供やチケット割引販売等を実施しました。

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しま

した。また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日

乗車券の販売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めまし

た。
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令和２年度 谷山サザンホール 利用実績

① 施設別利用状況

区 分
令和

２年度

令和

元年度
対前年度 対前年度比

ホール

利用率 △

使用件数 件 △

公演数 回 △

入場者数 人 △

楽屋（ 室） 使用件数 件 △

練習室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

会議室 室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

和 室
使用件数 件 △

入場者数 人 △

ロビー

コンサート

使用件数 件 △

入場者数 人 △

展示室 使用件数 件 △

市民ギャラリー 使用件数 件 △

合 計
使用件数 件 △

入場者数 人 △

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 土 ～ 月 、 木 ～ 日 は、ホールのみ利用

休止、 火 ～ 水 は、全館で利用休止
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② 施設別使用料収納状況

（単位：円）

施設 項目
令和

２年度

令和

元年度
対前年度 年度比

ホ
ー
ル

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

楽
屋

施設使用料 △

備品使用料 －

小計 △

減免額 △

収納額 △

練
習
室

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

和
室

会
議
室

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

計

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 土 ～ 月 、 木 ～ 日 は、ホールのみ利用

休止、 火 ～ 水 は、全館で利用休止
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Ⅲ 理事会に関する事項
令和２年度中の理事会の開催及び議決事項等

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回理事会
令和２年４月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第２回理事会
令和２年５月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第３回理事会
令和２年６月１日

決議の省略

議決事項
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団処務規則
一部改正の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団ハラスメント
防止規程制定の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）承認の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
定時評議員会開催の件

第４回理事会 令和２年 月 日

議決事項
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）承認の件

報告事項
職務執行状況の報告

第５回理事会
令和２年 月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団職員給与規程
一部改正の件

第６回理事会
令和３年２月１日

決議の省略

議決事項
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
第４回評議員会開催の件
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第３号）承認の件

第７回理事会 令和３年３月５日

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団職員就業規則
一部改正の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団処務規則
一部改正の件
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書承認の件
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書承認の件
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の承認の件
令和２年度第５回公益財団法人かごしま教育文化振興
財団評議員会開催の件

報告事項
職務執行状況の報告

－ 56 －



Ⅳ 役員に関する事項
（令和３年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

理 事 長

常務理事

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

森 博 幸

鉾 之 原 誠

木 塲 登士朗

有 山 まり子

石 田 忠 彦

佐 潟 隆 一

杉 元 羊 一

玉 川 浩一郎

寺 薗 玲 子

中 村 耕 治

中 村 直 子

牧 眞 弘

野 元 茂 樹

牧 野 謙 二

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

令和元年６月 日

平成 年６月 日

平成 年４月１日

－ 57 －



Ⅴ 評議員会に関する事項
令和２年度中の評議員会の開催及び議決事項等

Ⅵ 評議員に関する事項
（令和３年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

青 木 和 彦

中 豊 司

遠 藤 章

下 村 理世子

田 畠 悦 子

富 永 宏

新 納 剛 史

八 田 明 夫

森 園 千 廣

山 野 真 理

令和元年６月１日

令和２年４月１日

令和２年４月１日

平成 年６月 日

令和２年５月１日

平成 年６月 日

平成 年４月１日

平成 年６月 日

平成 年６月 日

平成 年６月 日

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回評議員会
令和２年４月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第２回評議員会
令和２年５月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第３回評議員会

（定時）

令和２年６月 日

決議の省略

議決事項
令和元年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件

報告事項
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）について

第４回評議員会
令和３年２月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団役員及び
評議員の報酬等及び費用に関する規程一部改正の件

第５回評議員会 令和３年３月 日

報告事項
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）について
令和２年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第３号）について
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書の件
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書の件
令和３年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の件
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Ⅶ 登記事項

登記年月日 申請先 事項 登記原因年月日

令和２年５月 日 鹿児島地方法務局 評議員の変更 令和２年４月１日

令和２年６月 日 鹿児島地方法務局 評議員の変更 令和２年５月１日

Ⅷ 職員に関する事項（常勤
（令和３年３月３１日現在）

区 分
事務局長
館 長

財団職員 嘱託員 臨時職員 計

事務局 事務局長 １

次 長 １

主 査 １

主 事 ２

１ １ ７

近代文学館

メルヘン館
館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ４

４ ―

科学館 館 長 １

副館長 １

主 査 ２

主 事 ２

７ １

ふるさと

考古歴史館
館 長 １

副館長 －

主 査 －

主 事 ２

６ ２

市民文化ホール 館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ４

６ ―

谷山サザン

ホール
館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 １

２ ― ６

計 ６ ４

Ⅸ 事業報告の内容を補足する重要な事項について

令和２年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第

３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 57,600

△ 207,258

△ 47,097,851 △ 46,008,884 △ 1,088,967

△ 2,000

△ 1,088,967

△ 1,088,967

(△ 1,088,967)

令和２年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 決算報告書

Ⅰ 貸 借 対 照 表

令和３年３月３１日現在

流動資産合計

  （１）基本財産

　　　　　仮払金

　　　　　投資有価証券

科　　　　　目

　　　　　現金預金

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　未収金

　２．固定資産

　　　　　定期預金

　　　　　立替金

　　　　　前払金

負債及び正味財産合計

固定負債合計

流動負債合計

　２．固定負債

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

正味財産合計

　２．一般正味財産

指定正味財産合計

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　譲受著作権

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　退職給付引当金

　　　　　寄付金

　　　　（うち基本財産への充当額）

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　未払法人税等

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

　　　　　賞与引当金

　　　　　前受金

　　　　　海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

基本財産合計

特定資産合計

  （２）特定資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎著作権
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引等消去 合　計

△ 5,559,426

△ 5,222,756

△ 47,097,851 △ 47,097,851

　２．一般正味財産

　　　　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

　１．指定正味財産

　　　　　寄付金

　　　　　譲受著作権

指定正味財産合計

　　　　（うち基本財産への充当額）

　　　　（うち特定資産への充当額）

Ⅲ　正味財産の部

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　賞与引当金

　　　　　未払法人税等

流動負債合計

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

　　　　　前受金

Ⅱ　負債の部

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

特定資産合計

固定資産合計

資産合計

　　　　　海音寺潮五郎著作権

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　現金預金

　　　　　未収金

　　　　　仮払金

流動資産合計

　２．固定資産

  （１）基本財産

　　　　　定期預金

　　　　　投資有価証券

基本財産合計

  （２）特定資産

　　　　　前払金

　　　　　立替金

Ⅱ 貸 借 対 照 表 内 訳 表

令和３年３月３１日現在

科　　　　　目

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 21

△ 21

△ 1,833,203

△ 2,350

△ 1,830,853

△ 19,347,328

△ 4,550,495

△ 200,000

△ 376,867

△ 604,694

△ 7,760,603

△ 6,145,989

△ 18,614,157

△ 12,894,959

△ 5,595,914

△ 4,034,957

△ 316,576

△ 207,441

△ 3,103,796

△ 452,038

△ 3,062,675

△ 168,830

△ 13,748,057

△ 7,011,887

△ 157,156

△ 696,256

△ 299,577

△ 1,876,752

△ 91,500

△ 151,482

△ 2,771,358

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　雑費

　　　　　　委託費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　受託事業収益

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　手数料

　　　　　　広告料収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　臨時雇賃金

Ⅲ 正 味 財 産 増 減 計 算 書

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　給料手当

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　　雑収益

経常収益計

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　役員等報酬

  （２） 経常費用

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　特定資産運用益

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

　　　　　事業収益

　　　　　事業費

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　受取利息
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当年度 前年度 増　減

△ 1,345,645

△ 412,978

△ 197,851

△ 84,806

△ 168,590

△ 40,962

△ 3,728

△ 468,540

△ 111,010

△ 31,878

△ 54,116

△ 110,826

△ 11,528,179

△ 7,085,978

△ 7,085,978

△ 3,663,106

△ 3,663,106

△ 21

△ 21

△ 25

△ 25

△ 3,708,511 △ 3,708,557

△ 3,708,511 △ 3,708,557

△ 1,088,967 △ 1,088,967

△ 1,088,967

△ 1,088,967

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　賞与引当金繰入額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　印刷製本費

  （２） 経常外費用

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

　　　　　　交際費

経常費用計

経常外収益計

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課

　　　特定資産受取利息

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　　　特別損失　

　　　　　　特別損失

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　当期経常増減額

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　基本財産運用益

経常外費用計

　当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

　　一般正味財産への振替額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

科　　　　　目

　　　　　管理費
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（単位：円）
公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　特定資産運用益

Ⅳ 正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　　　　目
収益事業等会計

法人会計
内部取引等

消去
合計

　　　　　　受託事業収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　事業収益

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　雑収益

経常収益計

  （２） 経常費用

　　　　　事業費

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　手数料

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　委託費

　　　　　　雑費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　広告料収益

　　　　　　受取利息
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公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

△ 261,416

△ 261,416

△ 220 △ 220

△ 731,301 △ 268,062 △ 999,363

△ 2,401,191 △ 1,307,320 △ 3,708,511

△ 2,401,191 △ 1,307,320 △ 3,708,511

△ 1,088,967 △ 1,088,967

収益事業等会計
法人会計

内部取引等
消去

合計

　　　　　管理費

　　　　　　役員等報酬

科　　　　　目

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　交際費

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

経常費用計

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　特別損失

　　　　　　特別損失

　他会計振替前当期一般正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　基本財産運用益

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　　　特定資産受取利息

　　一般正味財産への振替額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

経常外費用計

　当期経常外増減額

　他会計振替額

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

経常外収益計

  （２） 経常外費用
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Ⅴ 財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

１．継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

２．重要な会計方針

有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有の有価証券

総平均法による取得原価法によっている。ただし、債券金額より高い価額又は低い価額で取得し

ている場合で当該差額が金利の調整と認められるものは、償却原価法（定額法）によっている。

固定資産の減価償却の方法

海音寺潮五郎著作権及び什器備品は、定額法によっている。

リース取引の処理方法

全てのリース取引がオペレーティングリース取引であるため、賃貸借取引に係る会計処理によって

いる。また、リース契約１件当たりのリース料総額が 万円以下で、事業内容に照らして重要性が

乏しいリース取引であるため、未経過リース料の注記は行っていない。

引当金の計上基準

賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

いると認められる額を基に計上している。

なお、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、当該債務から中小企業退職金

共済給付額を除いた金額を基に退職給付引当金を計上している。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

該当なし
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４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金

投資有価証券

小 計

特定資産

退職給付引当資産

財政調整積立資産

海音寺潮五郎記念資産

海音寺潮五郎著作権

小 計

合 計

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する額）

基本財産

定期預金 ―

投資有価証券 ―

小 計 ―

特定資産

退職給付引当資産 ― ―

財政調整積立資産 ―

海音寺潮五郎記念資産 ―

海音寺潮五郎著作権 ―

小 計

合 計

６．担保に供している資産

該当なし

７．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし
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８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 債権金額
貸倒引当金の

債権の当期末残高
当期末残高

未収金

合 計

９．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし

．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 帳簿価額 時価 評価損益

２０年国債（基本財産）

３０年国債（特定資産－海音寺潮五郎記念資産）

合 計

（注）時価は取扱証券会社から提供された時価情報で算定している。

．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

補助金

自主文化事業に係る補助金 鹿児島市 ―

合 計

．基金及び代替基金の増減額及びその残高

該当なし
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．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内 容 金 額

経常収益の振替額

基本財産受取利息計上による振替額

特定資産受取利息計上による振替額

特定資産当期分減価償却費計上による振替額

合 計

．関連当事者との取引の内容

該当なし

．重要な後発事象

該当なし

．その他

退職給付関係

① 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。なお、退職一時金の支給に当たっては、

一部が中小企業退職金共済制度から給付される。

② 退職給付債務及びその内訳

（単位：円）

ⅰ退職給付債務 △

ⅱ中小企業退職金共済給付額

ⅲ退職給付引当金（ⅰ＋ⅱ） △

③ 退職給付費用に関する事項

（単位：円）

ⅰ勤務費用

ⅱ当期中小企業退職金共済給付増加額 △

ⅲ退職給付引当金戻入益

ⅳ退職給付の支払額

ⅴ退職給付費用（ⅰ＋ⅱ＋ⅲ＋ⅳ）

※退職給付費用内訳 事業費 円 管理費 円

④ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として

計算している。
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Ⅵ 附 属 明 細 書

１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円）

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞与引当金

退職給付引当金
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金預金 手元保管 物品販売等売上金及びチケット代金払戻資金

各施設 釣銭両替用現金

普通預金

　鹿児島銀行本店（決済用） 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　南日本銀行本店 運転資金

　南日本銀行与次郎ヶ浜支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島信用金庫谷山支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

定期預金

　鹿児島信用金庫本店 運転資金

〈現金預金　計〉

未収金 FVジャパン（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

鹿児島ヤクルト販売（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

ｺｶ･ｺｰﾗﾎﾞﾄﾗｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

ワールドサンフーズ（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

燦燦舎 書籍委託販売に係る未収入金

（株）南方新社 書籍委託販売に係る未収入金

高城書房 書籍委託販売に係る未収入金

あさんてさーな 書籍等委託販売に係る未収入金

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ 書籍等委託販売に係る未収入金

（株）南日本新聞開発センター 書籍委託販売に係る未収入金

黒田正己 書籍等委託販売に係る未収入金

教材のたまり 科学関連商品委託販売に係る未収入金

（株）トウェンティ・ワン ミュージアムショップ委託販売に係る未収入金

時代意匠考案　藍寧舎 考古・歴史関連商品委託販売に係る未収入金

（株）文藝春秋 著作権料に係る未収入金

（株）マガジンハウス 向田邦子写真使用料に係る未収入金

（株）山形屋 チケット委託販売に係る未収入金

（株）コープサービス チケット委託販売に係る未収入金

チケットぴあ九州（株） チケット委託販売に係る未収入金

（株）イープラス チケット委託販売に係る未収入金

（株）ﾛｰｿﾝｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ チケット委託販売に係る未収入金

（公財）鹿児島市中小企業 チケット委託販売に係る未収入金

勤労者福祉サービスセンター

（株）ｾﾌﾞﾝﾄﾞﾘｰﾑ･ﾄﾞｯﾄｺﾑ チケット委託販売に係る未収入金

大日本印刷(株） 特別展グッズ販売手数料の未収入金

損保ジャパン（株） 子ども教室等保険料の返還分

AIG損害保険（株） イベント参加者保険料の返還分

PayPay（株） キャッシュレス決済サービスによる売上額

（株）ﾘｸﾙｰﾄﾍﾟｲﾒﾝﾄ キャッシュレス決済サービスによる売上額

（株）DGﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰ キャッシュレス決済サービスによる売上額

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

未収金 職員に係るもの 通勤手当戻入額

消費税 欠損発生事業の確定申告還付税額であり、

他事業の納付税額と相殺するもの

〈未収金　計〉

前払金 （株）ｳｲﾝﾗｲﾌ鹿児島中央支店 保険料支払いに係る前払金

〈前払金　計〉

立替金 職員に係るもの 雇用保険料被保険者負担分

〈立替金　計〉

　流動資産合計

（固定資産）

　基本財産

定期預金 鹿児島銀行本店 法人保有の基本財産のうち、債券の額面

と帳簿価格との差額の定期預金預入額で

あり、運用益を管理費の財源として使用

している。

投資有価証券 第６１回利付国債（２０年） 法人保有の基本財産であり、満期保有目

的で保有し、運用益を管理費の財源とし

て使用している。

〈基本財産　計〉

　特定資産

退職給付引当資産 普通預金 職員の退職金支払いの財源として積み立

　鹿児島銀行本店 てている。

財政調整積立資産 定期預金 法人保有財産であり、公益目的事業を含

　九州労働金庫鹿児島支店 むすべての事業の安全な財政運営を計る

　鹿児島信用金庫本店 ために積み立てている資産である。

海音寺潮五郎記念資産 第１０回利付国債（３０年） 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

事業費への充当を指定して寄付を受けた

資産である。公益目的保有財産であり、

満期保有目的で保有し、運用益を当該事

業の財源として使用している。

定期預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、債券の額

　鹿児島銀行本店 面と帳簿価格との差額の定期預金預入額

である。公益目的保有財産であり、運用

益を、海音寺潮五郎を顕彰し文学を振興

する事業の財源として使用している。

普通預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、海音寺

　鹿児島銀行本店 潮五郎を顕彰する事業から生じた剰余金

を編入したものの普通預金預入額である。

公益目的保有財産であり、海音寺潮五郎

を顕彰し文学を振興する事業に用いる。

海音寺潮五郎著作権 著作権 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

　取得価額 事業費への充当を指定して寄付を受けた

　減価償却累計額 著作権である。公益目的保有財産であり、 △ 47,097,851

使用料収入を当該事業の財源として使用

している。

〈特定資産　計〉

　固定資産合計

　　資産合計

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

（流動負債）

未払金 NTT西日本電信電話（株） 電話及び公衆電話通話料の未払い

KDDI（株） 電話通話料の未払い

日本郵便（株） 後納郵便利用料金の未払い

ヤマト運輸（株） 荷物運搬費の未払い

佐川急便（株） 荷物運搬費の未払い

ヤマシタ機械（株） 消耗品購入費の未払い

（株）おおくぼ 消耗品購入費の未払い

教材のたまり 消耗品購入費の未払い

（株）しんぷく 消耗品購入費の未払い

（株）ハンズマン 消耗品購入費の未払い

（株）ニシムタ 消耗品購入費の未払い

（株）はやま文具 消耗品購入費の未払い

（有）ひろみつ文具 消耗品購入費の未払い

南国ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）　 消耗品購入費の未払い

（有）文誠堂 消耗品購入費の未払い

（株）柳元 消耗品購入費の未払い

丸三（株） 消耗品購入費の未払い

（株）馬場電機 消耗品購入費の未払い

名神工業（株） 消耗品購入費の未払い

（株）昭光堂 消耗品購入費の未払い

（有）宇治野紙商店 消耗品購入費の未払い

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ外商課 書籍購入費の未払い

第一法規（株） 書籍購入費の未払い

朝日新聞鹿児島販売（株） 新聞購読料の未払い

（有）弘文社 新聞購読料の未払い

南日本新聞販売（株）鴨池営業所 新聞購読料の未払い

（有）南日本新聞下荒田販売所 新聞購読料の未払い

（有）南日本新聞南谷山販売所 新聞購読料の未払い

読売センター南鹿児島・谷山東 新聞購読料の未払い

南日本新聞販売（株） 新聞購読料の未払い

谷山中央営業所

朝日新聞ASA鹿児島北部 新聞購読料の未払い

（株）九州日立鹿児島支社 空調設備機器修繕費等の未払い

（有）なかむら巧芸 横幕製作費の未払い

（株）アジア印刷 チラシ印刷代の未払い

（有）クリア チラシ印刷代の未払い

濱島印刷（株） ポスター印刷代の未払い

協業組合ユニカラー リーフレット印刷代の未払い

（株）鹿児島新生印刷 催物案内印刷代の未払い

相光石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

増田石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

（株）Misumi 公用車ガソリン代の未払い

NECｷｬﾋﾟﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ（株） 電子計算機器及びソフト賃貸借料の未払い

NTTファイナンス（株） インターネット回線利用料等の未払い

（株）南和産業 清掃業務委託料等の未払い

（株）美創産業 清掃業務委託料の未払い

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 近代産業（株） 清掃業務委託料の未払い

全国警備保障（株） 機械警備業務委託料の未払い

（株）全日警 機械警備業務委託料の未払い

鹿児島綜合警備保障（株） 体温測定顔認証端末の賃借料

大成ビルサービス（株） 設備管理業務委託料等の未払い

（株）ビルメン鹿児島 設備管理業務委託料等の未払い

（株）芙蓉商事 設備管理業務委託料等の未払い

（株）荒川 産業廃棄物処理業委託料の未払い

インタージャム（株） 文学資料レプリカ製作業務委託料の未払い

寺岡オートドア鹿児島（株） 自動ドア修繕費の未払い

（有）タク・セツ 漏水止水工事費の未払い

（株）MBCサンステージ 舞台管理業務委託料等の未払い

アイマックスジャパン（株） ドームシネマ音響再生装置修繕費の未払い

（株）鹿児島銀行 かぎんFB-webサービス使用料の未払い

鹿児島信用金庫 インターネットバンキング使用料の未払い

（有）鹿児島こどものとも社 書籍購入費の未払い

（公社）鹿児島県薬剤師会 簡易専用水道検査料の未払い

ジョンソンコントロールズ（株） 空調設備等保守点検業務委託料の未払い

（株）川崎植木 植木鉢賃貸借料の未払い

（有）キャロットスペース パソコン等保守業務委託料等の未払い

（一財）九州電気保安協会 自家用電気工作物保守業務委託料の未払い

鹿児島支部

九州電力（株） 電気料金の未払い

鹿児島市水道局 水道料金の未払い

（株）Misumiミスミガス ガス料金の未払い

南鹿児島店

九州総合通信局 トランシーバ電波利用料の未払い

（株）かがみ屋ガラス店 扉鍵修繕費の未払い

（株）桂造園 植栽管理業務委託料等の未払い

（株）五藤光学研究所 プラネタリウム設備保守点検業務委託料等の未払い

（株）サニタリー 一般廃棄物収集運搬業務委託料の未払い

（株）サンプラスワン 警備業務委託料の未払い

（株）十字屋 ピアノ調律及び保守業務委託料の未払い

（株）トヨタレンタリース鹿児島 公用車及びレンタカー賃貸借料の未払い

（有）はなとも生花店 消耗品購入費の未払い

南九イリョー（株） クリーニング料の未払い

オリエンタルスタジオ 記録写真撮影業務委託料の未払い

（合）PLEASUREMADE イベント出演者昼食代の未払い

（株）松栄軒鹿児島営業所 合唱隊定期演奏会出演者昼食代の未払い

（株）シーズ・ライブ 特別展制作及び会場設営委託料の未払い

（株）KCR テレビ広告制作及び放映業務委託料の未払い

（株)読売新聞東京本社 特別展企画制作業務委託料等の未払い

（株）集英社 特典付きチケット原作使用料の未払い

久永情報マネジメント（株） スタンドパネル製作委託料の未払い

（株）丹青社 展示設備保守等業務委託料の未払い

ノムラテクノ（株） 展示物保守点検業務委託料等の未払い

パステムソリューションズ（株） 無線LAN整備業務委託料等の未払い

貸借対照表科目
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場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 （株）サニクリーン九州 玄関マット等賃借料の未払い

鹿児島北営業所

（株）フジヤマ 空調設備等保守点検業務委託料の未払い　

扶桑電機工業（株） 自動ドア保守点検業務委託料の未払い

（有）渕上事務器 複写機賃貸借料等の未払い

三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ（株） 昇降機保守点検業務委託料の未払い

（株）南日本情報処理センター パソコン賃貸借料等の未払い

オリエント産業（株） 自動ドア保守点検業務委託料の未払い

（株）前田家具 楽屋貸出用備品購入費の未払い

（有）デジタルプランニング　 市電中吊広告ポスター掲出料の未払い

山形屋商事（株） 切手購入費の未払い

（株）イドム チラシ封入封緘業務委託料の未払い

（株）山形屋 チケット販売手数料の未払い

（株）コープサービス チケット販売手数料の未払い

（公財）鹿児島市中小企業 チケット販売手数料の未払い

勤労者福祉サービスセンター

（株）ﾛｰｿﾝｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ チケット販売手数料の未払い

（株）イープラス チケット販売手数料の未払い

チケットぴあ九州（株） チケット販売手数料の未払い

（株）ｾﾌﾞﾝﾄﾞﾘｰﾑ･ﾄﾞｯﾄｺﾑ チケット販売手数料の未払い

（株）南日本新聞開発センター 書籍委託販売手数料の未払い

（公社）鹿児島ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ ロビー業務委託料の未払い

近代文学館・メルヘン館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 交通費等の支払い

弁護士法人えがりて法律事務所 ハラスメント相談窓口委託料の未払い

（株）リクルートライフスタイル キャッシュレス決済手数料の未払い

（株）富士通Japan 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

（株）ホープ 市民のひろば広告掲載料の未払い

（有）谷通 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

（一社）日本音楽著作権協会 音楽著作物使用料の未払い

九州支部

（有）カルチャー・コネクション 司会謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊指導者 合唱隊指導謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊指導者 合唱隊指導謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊伴奏者 合唱隊伴奏謝金の未払い

科学館サイエンスボランティア ボランティア活動費の未払い

科学館30周年特別記念講演会講師 講演謝金の未払い

近代文学館小説鑑賞講座講師 講師謝金の未払い

近代文学館俳句講座講師 講師謝金の未払い

メルヘン館ワークショップ講師 ワークショップ講師謝金の未払い

ホール友の会特別鑑賞会出演者 出演キャンセル料の未払い

竹添デザイン室 デザイン使用料の未払い

デザイン業務委託料の未払い

（株）フォーエバー ホームページ更新業務委託料の未払い

鹿児島リース（株） パソコン賃借料の未払い

楽天カード（株） タクシー借上料の未払い

自主文化事業チケット購入者 公演中止によるチケット払戻額の未払い

鹿児島市母子寡婦福祉会　 友の会クーポン利用料補填額の未払い
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場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 鹿児島市 協定等に基づく精算返還額等の未払い

鹿児島北年金事務所 社会保険料事業主負担分の未払い

臨時職員に係るもの 臨時職員賃金の未払い

職員に係るもの 職員手当の未払い

消費税 確定申告納付税額の未払い

〈未払金　計〉

預り金 プレイガイド 委託販売チケットの売上金

郷土の図書売上金 委託販売図書の売上金

グッズ販売売上金 委託販売商品の売上金

健康保険料 健康保険料被保険者負担分

介護保険料 介護保険料被保険者負担分

厚生年金保険料 厚生年金保険料被保険者負担分

雇用保険料 雇用保険料被保険者負担分

所得税 職員等からの源泉徴収税額

〈預り金　計〉

賞与引当金 職員に係るもの 職員に対する賞与の支給に備えたもの

〈賞与引当金　計〉

未払法人税等 市県民税 確定申告納付税額の未払い

〈未払法人税等　計〉

　流動負債合計

（固定負債）

退職給付引当金 職員に係るもの 職員に対する退職金の支給に備えたもの

〈退職給付引当金　計〉

　固定負債合計

　　負債合計

　　正味財産

貸借対照表科目
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（単位：円）

予算額 決算額 差　異 備　考

△ 320 基本財産の運用に係る収入

基本財産利息収入 △ 320

特定資産の運用に係る収入

特定資産利息収入 海音寺潮五郎記念資産等の運用に係る収入

特定資産著作権使用料収入 海音寺潮五郎著作権の使用料に係る収入

各施設の事業に係る収入

受益者負担収入

友の会会費収入

図録等販売収入

販売手数料収入

写真使用料収入 △ 554,000

広告料収入

指定管理事業収入

受託事業収入

補助金及び助成金収入

市補助金収入

△ 3,094,765 預金利息等収入

受取利息収入

雑収入 △ 3,095,440

各施設の事業に係る支出

役員等報酬支出

給料手当支出

臨時雇賃金支出

福利厚生費支出

会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

消耗什器備品費支出

消耗品費支出

修繕費支出

印刷製本費支出

燃料費支出

光熱水料費支出

賃借料支出

保険料支出

手数料支出

報償費支出

諸謝金支出

租税公課支出

支払負担金支出

支払助成金支出

委託費支出

広告宣伝費支出

雑支出

事業費支出

基本財産運用収入

《参考》令和２年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 収支計算書

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ 事業活動収支の部

１．事業活動収入

特定資産運用収入

事業収入

補助金等収入

雑収入

事業活動収入計

２．事業活動支出
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予算額 決算額 差　異 備　考

法人の運営に係る支出

役員等報酬支出

給料手当支出

臨時雇賃金支出

福利厚生費支出

会議費支出

旅費交通費支出

交際費支出

通信運搬費支出

消耗什器備品費支出

消耗品費支出

修繕費支出

印刷製本費支出

燃料費支出

賃借料支出

保険料支出

手数料支出

諸謝金支出

租税公課支出

支払負担金支出

委託費支出

特別損失支出

△ 12,101,000 △ 30,492,728

△ 71,000 △ 71,000

△ 12,172,000 △ 30,492,728

特定資産の積み立てに係る支出

退職給付引当資産取得支出 退職給付引当資産の積み立てに係る支出

財政調整積立資産取得支出 財政調整積立資産の積み立てに係る支出

△ 9,574,000 △ 4,565,177 △ 5,008,823

△ 21,746,000 △ 35,501,551

△ 640

△ 35,502,191

Ⅱ 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

特定資産取得支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

科　　　　　目

管理費支出

事業活動支出計

小計

特別損失支出

事業活動収支差額

法人税等の支払額
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